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例 言

1 本書は、札幌市北区北34条西5、6T目の住友石炭鉱業株式会社北海道支社のマンション建設工事

に関連して発掘調査を実施した K113遺跡北34条地点の調査報告書である。

2 発掘調査のH程は、平成6年4月15日から平成7年3月31日までである。このうち、現場の作業は平

成6年6月1日から6月28Hまで市民局文化部文化財課の上野秀一の担当で実施した。整理および報告

書作成作業は上野を中心に同課の秋山洋司の協力をえながら平成6年6月29Hから平成7年3月31Hま

で行っている。

3 本書の編集およぴ依頼原稿以外の執筆は、上野秀ーが担当しているが、動植物遺存体については、

下記の先生に執筆をお願いし、玉稿を頂いている。

東北大学文学部 富岡直人

動物遺存体（第7章第1節）

北海道大学文学部 吉崎昌一

植物遺存体（第7章第2節）

4 発掘調査・整理作業において、下記の機関および方々より助言と協力を賜った（順不同、敬称略）。

北海道教育庁文化課

（財）北海道埋蔵文化財センター

北海道開拓記念館

札幌大学木村英明

東海大学岡田淳子

東北大学須藤隆

北海道大学林謙作

5 発掘調査・整理作業には、下記の人々が従事した。

（現場）名取さつき、今田瑞恵、波多野美子、畠山 伸、安澤 箕、山下富久治、山田一郎ほか

（整理）今田瑞恵、波多野美子、吉田友美、三浦進、名取さつき、種市和嘉子、長田佳宏、畠山 伸、

大串智律、阿部将樹、高橋美和、高橋真美、本間直子ほか

6 発掘・整理作業、報告書出版にあたっては、住友石炭鉱業株式会社北海道支社、住友•青木・飛島・

新太平洋共同企業体北34マンション作業所（所長山神義雄）、村上建築設計室等からご協力とご理解

を賜ったことを記し、深く感謝の意を表する次第です。



凡例

1 第1図の地形図は、国土地理院発行の2万5千分の1の地形図「札幌」、「札幌北部」を利用した。

2 層名の表示方法については、発掘区セクション（基本層序）については算用数字、竪穴住居跡・

焼土等の遺構の覆土の層名はローマ数字を基本とし、それにアルファベットを組み合わせて表示し

ている。かまどは、アルファペットの大文字と小文字を組み合わせて表現している。

なお、各遺構で示した地山の層については、基本層序と対比できるものは基本層序名で表現した

が、対比が困難あるいは不明瞭なものについては、括弧を付けた算用数字で個別に表示し、個々に

層名を注記した。

また、セクション図や平面図の中で、注記せずに均ーなドットスクリーンで表示した部分は、地

震による噴き上げ砂の痕である。

3 挿図の縮尺は、個々にスケールを入れて明示しているが、基本的な縮尺率は、発掘区セクション

1/40、竪穴住居跡1/60、同かまど1/30、焼土等1/20であり、遺物については土器実測図および同拓

影図1/3、剥片石器・礫石器および紡錘車は1/2である。

4 写真図版の縮尺については、遺構は任意であるが、遺物は実測土器・同土器片1/3、石器・紡錘車

は1/2である。

5 付図1、2の縮尺は1/70である。なお、付図内に貼付した遺物の縮尺は、完形土器1/5.6、泰lj片石器

1/2.1、礫石器・紡錘車1/2.8である。

6 付図の中で、第1、2号竪穴住居跡内覆土および床面等出土の遺物の番号は、発掘区毎の遺物番号

と区別するために遺物番号の下にアンダーラインを付けて表示してある。

7 挿図およぴ付図で使用した遺物記号の内訳は、● ：土器および焼成粘土塊、▲ ：石器および泉lj片・

礫、＊ ：紡錘車である。

また、表等で用いている遺構名の略称は、竪穴住居跡が「HP」、焼土が「F」、ピットが「PIT」、

柱穴が「SP」である。

8 土器実測図において使用した調整技法の表現方法は、『H317遺跡』札幌市文化財調査報告書

46(1995)に示した内容で表示している。
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第 1章発掘調査までの経過

今回の発掘調査は、住友石炭鉱業株式会社北海道支社のマンション建設工事（仮称「北34西5マンシ

ョン」）にともなって実施されたものである。

本地区は、かつては低層のアパート群が建っていた場所である。このところ、個人住宅の老朽化・

世代代わりが進んできたことやJR北海道函館本線の高架化の効果が現れてきたこと、さらに一時の

地価・物価の高騰が沈静化してきたことから、今回の事例のように比較的都市部に近い地域での再開

発が活発化し、とくに安価で交通至便な住宅を供給する謁層マンションの建設が盛んになってきた。

本工事の計画については、当該地がK113遺跡の隣接地で、またlH琴似川流域の埋蔵文化財が発見さ

れる確率が高い地域の中に入り、また開発面積も約3,400m.• と広いため、平成5年6月に建築確認申請が

出された時点で、都市整備局開発部宅地課の方から埋蔵文化財包蔵地の取り扱いについて最初に協議

があったものである。協議の翌日、現地を確認したところ、盛土され、表面には採石が敷き込まれて

いたため、重機を利用した試掘調査を実施する必要があると判断された。

試掘調査は、事業者側の重機の手配の関係で同年7月中旬に実施したが、その結果敷地の中央部から

東側にかけては旧琴似川と考えられる旧河道跡がみつかったが、反対の西側約500m.•からは、第4図に

示した試掘坑12と15から擦文時代の土器と焼土およぴ炭層が検出され、この部分については正式な発

掘調査が必要と判断された。

この結果を得て、早々に開発者と協議し、発掘調査の現場の期間は約1ヶ月であるが、調査時期は平

成5年度の8月以降については、既に東区丘珠地区で2ヶ所の発掘調査の日程が組まれており、また西区

発寒およぴ北区屯田地区の現場についても早期着手を強く要求されながらも、職員数の関係で、平成

5年度中の対応が困難な状況であったため、調査年次については平成6年度実施ということで検討をお

願いした。

その結果、 9月末になって、マンションの本体の建築工事は早期に着工する必要があるが、発掘調査

を実施する地区はマンションの建物本体から離れた駐車場部分に当たるため、平成6年の5、6月中に調

査が終了するのであれば、平成6年度実施でもかまわないという結論が出された。

最終的に、平成6年度の文化財課の発掘調査業務の日程を調整した結果、発掘の現場作業は平成6年

6月に実施することとなった。

発掘調査期間中は、マンション建設現場内での建設作業との併行作業にも係わらず、無事業務を終

了できたのは、偏に現場を監督する住友•青木・飛島・新太平洋建設共同企業体北34マンション作業

所の山神義雄所長以下関係者の多大なるご支援とご理解の賜であった。ここに深く感謝の意を表した

し、
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第2図 K 113遺跡北34条地点付近地形図 (2)(1 : 2,500) 
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第2章発掘調査の方法と層序

第 1節発掘調査の方法（第1~4図）

今回の調査は、マンション建設にともなう事前調査である。

試掘調査の結果、遺構・遺物の出土位置が敷地の西側約300面程に限定され、また耕作土を含めた旧

表土の下に黒色土層（「化石腐植上層」）が高い位置 (60~70cm付近）に堆積する範囲もこの部分であ

った。さらに、旧表土が相対的に高く、埋め立てされた現地盤からの深さがlmに満たない地域も上述

の約300面の範囲を含めた西側の約500m'のみで、逆に中央部から東側にかけては旧表土が現地盤から

lm以上と深く、旧河道（「旧琴似川」）とその氾濫原と判断されたため、西側の約500m• を発掘調査対

象地区とした。

発掘調査は、 lOXlOmのグリッド方式を用いている。基線については、西端の敷地杭から南西向き

敷地境界沿いに40mの地点（「基準杭」）と同杭から北向き敷地境界に沿って27mの地点とを結んだ線

を基準線にしている。

グリットの区名およぴ杭番号は、南から北に向かって X軸 (00~07列）、東から西に向かって Y軸

(00~05列）として、ともに二桁の算用数字を用い、 X軸と Y軸の組み合わせで呼称している (X-Y

区およぴX-Y杭：第4図参照）。なお、甚準杭の番号は「02-02杭」である。

x軸の方位は、磁北でNl75゚E。
調査方法は、盛土が0.7~lmと厚かったため、盛土およぴ耕作土は重機で削土し、その後グリッド

の北側と東側にプリッジを残し、手掘りで層位的に発掘調査を進めた。

その結果、後述するように基本層序の「3a層」中と旧腐植上層である6層群を挟んでその下位に堆積

する「9b層」の2層序から文化層が確認されている。前者を「上層」文化層とし、後者は「下層」文化

層と呼称する。

なお、第4図、付図1、2に示したように05-05、05-04区東西方向の中央付近から第1号竪穴住居跡中

央をへて第2号竪穴住居跡付近まで北から北東に向かう層の落ち込み線を表示しているが、これは後述

する9b層が旧河道に向かって落ち込む肩口部分を示したものである。なお、 9b層の上に堆積する6層

群についても、位置は9b層より1~2m程旧河川側にずれるが、同様に落ち込む状況が認められた。

「下層」文化層については、高い位置に9b層が堆積している範囲しか分布していなかったため、発

掘範囲はこの部分のみとした。「上層」文化層は、文化層をのせる3a層は、 9bから6層群で認められた

沢状の落ち込み部分が、 4、5層群によりほぼ水平になるよう埋積した後に堆積したものである。その

ため、第1号竪穴住居跡にみられるように、一部は上述の落ち込み線を越えて生活の範囲を広げており、

上層文化層については全域について調査を実施している。なお、試掘調査の結果に基づいて、当初Y

軸の02列より東側には包含層が拡がっていないと判断し、この部分については排土置き場に利用して

いたが、調査が進むにつれ03-03区の南東端から竪穴住居跡内の炭化材の一部が検出され、さらに東側

に遺構が拡がることが判明したため、急遠重機にて排士と盛土を除去したが、遺憾ながら竪穴住居の

北東側のほぽ半分程はかつての「ため池」を築造した際に破壊され、遺存していなかった。

11 



＼ 

°‘鼻

6 
¥、さ、

0¥  

ら

.--.. -
----
--.・＼
：ヽ．．＼

＼＼ 
＼
忙
＼

．． 

← I. 

・.....
..... 

.........
 

Q 

．． 
05 

02 
01 o□ロ

--
-．-
立--
豆--
..Q -
--..
 - -

Q._ -
- -

- -
o_ -

-ぢー
ー。―

―—
o- -
- --

12 

I< 113遺
跡北34条地

点
ほ近地
形図 (3
)（ 1 : 1, DO

D) 



(XI 

m 

02-01杭

02-01区

缶
02-02杭

（基準杭）

06 

05 

“ 

03 

01 

01 

0
1
 

四

m 05 04 03 02 01 

第4図 K 113遺跡北34条地点発掘区配置図 (1: 400) 

第2節層序（第5、6図、図版3A~ 6 B) 

基本層序のセクションは、試掘時点で重機で掘削した「試掘坑12」の北壁側部分 (A-Bセクション）

とY軸の03列 (C-Dセクション）、 X軸の04列 (E-Fセクション）の3本を取っている。

基本層を列記すると以下のとおりである。

1層：暗黒褐色士層（旧耕作土）。
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2a層：暗褐色シルト層（耕作土の汚れが及び、堅くしまる。第2号竪穴住居跡のE-Fセクションでみ

られる）。

2b層：暗灰褐色シルト層（ややしまる。粘性弱い。炭粒点在）。

2c-1層：灰褐色シルト層（粘性強く、しまっている。 2c-1、2層については、第2号竪穴住居跡の E-F

セクションでのみみられる）。

2c-2層：暗褐色シルト層（粘性ややあって、しまっている。耕作土と接する部分では暗い色調で淡茶

褐色を呈する。 02-02区付近では炭化物を多量に含む）。

2c-3層： （暗）灰褐色シルト層（ややしまる。粘性やや強い。所々炭粒群入る）。

3a層：灰褐色シルト層（ややしまる。粘性やや強い。全体に大粒の炭化物等点在する。遺物包含層）。

3b-1層：灰（褐）色シルト層（灰色上粒点在、やや砂質的、しまりは強い。 E-Fセクションの西側部分

で細分された層）。

3b-2層：灰褐色シルト層（やや砂粒分多いが、粘性ある。炭はなし）。

3c-1層：褐色シルト質砂層（シルト質砂層とシルト層がラミナ状に堆積。しまりなく、粘性もない）。

3c-2層：暗灰色シルト層（黒色土粒点在。 E-Fセクションの西側でのみみられる層である）。

4層：（暗）灰褐色シルト層（やや砂質分多く、しまりなし）。

5a層：灰（褐）色シルト層（ややしまり、粘性強い。上部に大粒の炭粒所々みられ、下部は6a~6c層の

土粒が点在する）。

5b層：青褐色シルト層（ややしまり弱い。粘性非常に強い）。

6a層：暗茶褐色シルト層（ややしまり、粘性強い）。

6b層：暗灰褐色シルト層（ややしまる。粘性ややある。 6a・c層の土粒点在する）。
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6c層：黒～黒褐色シルト層（ややしまり、粘性は強い。腐植土層）。

6d層：暗茶褐色シルト層（やや粘性ある。ややしまりある）。

6e層：黒褐色（泥炭質）シルト層。

7a層：灰色シルト層（砂粒分多く、しまりなし、やや粘性はある。 6層群の土粒点在）。

7b層：暗茶褐色シルト層（しまりなし。やや砂粒分含む。やや粘性ある）。

7c-1層：灰褐色シルト層。

7c-2層：青褐色シルト層（ややしまり、粘性は強い）。

8a層：褐色細粒砂層（間層で、 A-Bセクションの東側で認められた層である）。

8b層：灰褐色細粒砂層 (E-Fセクションの西側で認められた層）。

9a層：淡青褐～灰褐色シルト（ややしまり、粘性は強い。上部に炭粒点在）。

9b層：淡茶褐色シルト層（大粒の炭化物、骨片と遺物を多く含む。粘性強く、しまりも強い。遺物包

含層）。

10a層： （暗）灰褐色シルト層（やや砂質で9b層の土粒及ぴ炭粒点在）。

10b層：暗灰褐色シルト層（砂質分多く、しまりなし）。

11層：灰～褐色細粒砂層（部分的にシルト質で、粘性あるところもある）。

12層：（暗）灰褐色シルト層(E-Fセクションの05-04区南壁部分では、さらに上から (-1)全体に微星の

炭化物を含む部分、 (-2)炭化物が数多く混じる部分、 (-3)やや砂質度が高い部分の3つに細分される）。

13層：灰褐色細粒砂層。

なお、セクションで均ーな網をかけて表示した層は、褐色中粒砂層で地震の液状化現象にともなっ

て砂が噴き上げた痕である。平面的な拡がりについては、第4図、付図1、2等に示した。

以上の層群のうち、 4層以下の層群については、前節で述べた落ち込み線付近から用地の西側にかつ

て流れていた河道に向かって整合的に緩く傾斜して堆積している。その後、 3b-1~3c-2層等によって

それらの沢部分は埋積され、平坦化された後に、 3a層以降の層群がほぽ水平に堆積している。

これらの層群の内、今回の調査で遺構・遺物が検出された層は、前述したとおり3a層（上層文化層）

と9b層（下層文化層）である。個々の具体的な内容については後章で詳述しているが、上層文化層が

「擦文時代」前期 (9世紀代）であり、下層文化層は「続縄文時代」終末期（「北大式土器期」後半＝

6世紀代）のものである。従って、その間に挟まれて堆積している「化石腐植土層」である6層群は7、

8世紀頃に年代限定できる。 6層群については、旧琴似川流域の他の遺跡と対比すると、 K435遺跡の「5

a層群」（上野・仙庭編1993)、K460遺跡の「第7層」（上野編1980)、K446遺跡の「第5層」（上野1979)

と同一時期の生成層と考えられる。なお、 K435遺跡では「5a層群」から8世紀代の擦文時代早期の遺

物が検出されている。

なお、 3a層中検出の遺構群についても、試掘坑12(TR12)の断面でみると、焼土l(Fl)は同層中部、

焼土2(F2)は同層下部、焼土4Aと4B(F4A・B)は同層上部、試掘坑15(TR15)では焼土6(F6)は同層下

部で確認されており、営まれた時期に若干の差があることが推測される。

【引用文献】

上野秀一 1979『K446遺跡』札幌市文化財調査報告書xx

上野秀一編 1980『K460遺跡』札幌市文化財調査報告書XXII

上野秀ー・仙庭伸久編 1993『K435遺跡』札幌市文化財調査報告書XLII
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第 3章遺構（下層）

9b層面からは、焼上ないし炭層が2カ所、ピットとして把握したものが2カ所確認されている。

第 1節焼土（第7図、第6表、図版7A-8B)

9b層面からは、焼土9、10とした焼士（なし、し炭層）が2カ所みつかっている。

焼土 9 （第7図上、図版7A-8A)

本焼十は、 04-04区の9b層面で確認された例である。その範圃はかなり広く、南西側は敷地タト1こ及ん

でいたため確認することができなかった。確認できた部分の大きさは167X93cmで、全休としてその形

状は半月状を呈する。なお、挿図中に1点鎖線で網を掛けて示した範囲は地震による唄き r△げ砂の跡で
ある。

堆梢層は、以下のとおりである。

I層：暗茶褐色土層（大和の炭化物を多量に含み、また大型の骨片も多くみられ、堅くしまる）。

II層：茶褐色士層（細かい炭粒が点在。若干砂質的） Q

層厚は、全体で7cmはどである。炭化物や骨片の包合量は、場所により多寡かある（図版7A-8A)。

士壌のフローテーションの結果では、 3.15Qのサンプルから植物遺存体として、マメ科1片、タデ属l

粒、マタタビ屈l粒、ブドウ属l片、クルミ屈0.21g、動物遺存体としてコイ科0.01g>、鳥・哺乳類

不明骨1.27gが検出されている（第2~4、6表）。

遺物は、本焼上中およびその周辺から30点以卜の資料がまとまって出「しているが、そのほとんど

は黒燿石製の石岱．剥片・削片、珪（片）である。なお、図中に長めの破線で示した範囲（遺物番号

1、2) は、 1部の3a層出土の一括土諾の位凶を示している。

焼土10（第7図下、図版8B)

焼tl0とした例は、 05-04［を南束隅で確認されたもので、府位は9b層上部である。堆柏状況は、 9b層

中に大粒の炭化物がやや集中して包合されていた例で、とくに焼土等は認められなかったため、名称

としては炭層とした方が適切かもしれない。その大きさは、 59X37cm（深さは2cm程度）である。

t壌のフローテーションの結果では、タデ属の秤＋が1粒検出されたのみである（第4、6表）。

第2節ピット（第8、9図、第6表、図版9A-12A)

第1、2号ピットとしたものは、 05-04区にあけた試掘坑13(TR13)およぴE-Fセクションのトレンチ

の断面において、 6c層や9b層などの黒褐～茶褐色系統の土層が局部的に落ち込み、またその下の上層

にも乱れがある部分が2カ所確認されたため、調査を実施したものである。
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第 1号ピット（第8図、図版9A、B)

本ピットは、試掘調査時に開けた試掘坑13(TR13)の南壁側の断面において、幅90cm程にわたって6

c層や9b層が緩く落ち込んでいる状況が観察され、その存在がわかったものである。

壌内の土層の堆積状況は、基本層序の3a層から9b層までが墳内に向かって緩く落ち込みながら整合

的に堆積している状況で、覆土としてかろうじて認識できるのは下記の1層のみであった。

I層：暗灰褐色シルト層（全体に9b層の黒褐色土粒と若干の炭の粒が入る。砂質分多い）。

最終的に掘り上がった土墳の形状は不整円形で、確認面での現存部の最大長は97cmである。横断面

はポール状で、壊底面は狭く、壁の立ち上がりは緩い。掘り込み面と考えられる面は、 10a層上面で、

そこから墳底面までの深さは25cmある。

人工遺物は、一切検出されていない。

本ピットについては、土層の堆積状況が、なだれ込んでいる各層が水平堆積部分と同様に、比較的

均ーな厚さのまま整合的に堆積していることやポール状を呈する断面形などからみて、意図的に掘削

された土墳ではなく、何らかの原因でこの場所に強い土圧がかかり、そのために土層全体が局部的に

凹んだ結果である可能性もある。

第 2号ピット（第9図、図版10A~12A)

第2号ピットは、 05-04区南側に入れたトレンチ (E-Fセクション用）の北壁断面において、 6c、9b
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層等が緩く落ち込み、またその下の土層にも乱れが認められたところから、その存在を確認したもの

である（図版10B)。

土層の堆積状況は、断面上部に自然堆積層の3a、6c、7a、9b'層が若干の凹みをみせながら整合的に

堆積し、その下に下記の土層（いわゆる覆上）が認められた。なお、 9b層は基本的には9b層の範疇に

入る土層であるが、土壌の窪みに堆積し、層中に黒色土粒と炭粒を若干含み、また後述するように数

多くの遺物を包含していた層である。

I層：暗灰褐色シルト層（黒色土粒、炭粒点在）。

II a層：灰色シルト層（やや砂質分多い、粘性あるか、しまりなし）。

II b層：灰色シルト層（中に炭粒若干含む）。

II C層：灰色シルト層（かなり砂質分多い。粘性、しまりなし）。

III層：暗灰褐色シルト層（炭粒やや多く入る。粘性あるが、しまりなし）。

IV層：灰（褐）色シルト層（炭粒若干入る。砂質分多く、粘性ややある。しまりなし）。

Va層：褐色細粒砂層。

Vb層：暗灰褐色シルト層（炭粒点在）。

VI層：灰（褐）色シルト層（砂質分非常に多い。やや粘性あるが、しまりなし）。

VII層：暗灰褐色シルト層（全体に暗い色調。砂質分多く、細かい炭粒点在）。

VID層：灰（褐）色シルト層（砂質分非常に多いが、やや粘性あって、堅くしまっている）。

IX層：灰褐色シルト層。

この内、 1層はIIa層上面から入った嵌入状の層である。 IIa~c、III、IV層等は、覆上上部に全体

に緩く凹みながら、ほぽ整合的に堆積している層群で、 IV層は土墳全体を覆っているが、 IIa~C、III

層は北側2/3程に堆積しているだけである。一方、 Va~IX層までは墳内の南側に偏って堆積している

土層群で、層界が不明瞭なところもあり、かなり乱雑な堆積状況を示している。 IV層は、 Va~IX層群

部分ではそれらの上に堆積しているが、北側では墳底面に沿う形でIla~III層群の下に拡がっている。

これらの堆積状況は、私見の限りではいわゆる「風倒木痕」に類似したものと理解できる。

なお、覆土からは一切の遺物は検出されていないが、本ピットを覆っている9b層中からは、図版11

A~l2Bに示したように、窪みに投げ込まれたような状態で大量の土器（第10図、図版12B-l)や礫石

器（第11図13、14、図版13B)・礫等が検出されている。
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第4章遺物（下層）

9b層からは、総数157点（総重量3,210.8g)の遺物が検出されている。その内訳は、土器片（深鉢

形土器） 110点、石器12点、泰ll片・削片31点、礫4点である（第9表）。

出土区は、 9b層が河川微高地に堆積している発掘区の南西側部分である04-03、04-04、05-04、05-

05区から出土しているが、集中区は05-04区の南側、 04-04区の北西側、 04-03区北西側部分の約60m’程

である。

第 1節土器（第10図、第7、10、11表、図版12Bl、13A)

本層出土の土器は、第10図に示したとおりである。出土した土器片の半数以上は、 1の完形土器（接
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第10図 K 113遺躊北34条地点発撮区出土遣物（1)(9 b層；土畢）
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合番号50A;59片）として接合された。

1は、ほとんどの破片が、第2号ピットからまとまって出土したもので、その大きさは高さが33.6cm、

日径25.8cm、底径9.4cmで、底径に対し胴張りはやや強く（胴径／底径比率＝2.5)、頚部はややくぴれ、

日縁部はあまり開かずきつい角度で立ち上がる。日縁部の径と底部の径との比率は2.7である。底面の

張り出しはあまり強くはない。また、日唇部までの容積量は、 7,000ccである。

文様は、連続的に横方向に施文された円形剌突文が口唇部直下（口縁部上部）と頚部、胴最大幅付

近（文様帯の下縁）の3カ所に巡る。エ具は、竹管状のもので、先端部はやや不揃いのものである。内

面の突瘤については、口唇部直下の例は瘤状の盛り上がりが認められるが、頚部と胴部の列には内面

の盛り上がりはほとんど認められない。円形剌突文列の間には、口緑部部分では、 1本1本引いた細く

鋭い沈線文（幅1mmから1mm弱）が12本横走する。頚部と胴最大幅の間には、口緑部と同じ工具で施文

した横走沈線文群 (8本以上）を最初に引き、その後下半部にハ字状に斜めの同種の沈線文群 (9本前

後）を施文した後、その上半部にV字状の沈線文群を重ねて施文している。

整形は、口縁部から頚部までの外面側はヨコナデ、胴部はやや風化していて判然としないが、ナデ

と考えられる。内面もナデのみである。口唇部端もナデで、ほぼ平坦に仕上げている。胎土には、砂・

小礫を比較的多く含むが、焼成は堅い方である。外面の胴中央部から日縁部にかけては部分的にでは

あるが炭化物が付着している。色調は、内外面ともにぶい橙色(Hue7.5YR7 /3)を基調にし、上半部の

一部はにぶい褐色(Hue7.5YR5/3)、底部付近は二次加熱の影響か橙色(Hue2.5YR6/6)を呈している。

なお、底面は乎坦であるが、その縁部には環状に黒斑部がある。器原は、胴部が6mmであるが、日縁部

は9mmとかなり厚い。

2~5の資料は、 1と同一個体か同種個体の破片である。 2は、口緑部の破片で、 4~5mm間隔で横走の

細い沈線文が巡っている。 3~5は、胴部から底部付近の破片である（詳細第7表）。

第2節石器（第11図、第8、10表、図版13B)

9b層からは、黒耀石製の資料が40点（内石器9点）と礫類が7点（内石器3点）がみつかっている。

1~4は、黒耀石製の円形状の掻器類である。 1は、側縁に一部原石面を残すが、図示下端縁を中心に

円弧状の刃角の高い刃部を作出したものである。 2は、全体にやや強く焼けたため、表面は光沢を失っ

ている。索材の打面には原石面を残し、剥片の腹面側の図示面下縁に円弧状に不規則で刃角の高い剥

離痕（刃部）が認められる。 3は、石核の打面部分を剥取した泉Il片（？）を索材に、図示下端面（元の

石核の側面）に、直角に近い刃角の不規則な剥離列（刃部）がある。 4は、小型の資料であるが、全体

に強く焼けたため表面が一部融解していると同時に上部が破砕している。やはり図示下端縁に不規則

でやや刃角の高い剥離列（刃部）がある。

5~7は、剥片石核である。 5は、厚手の資料であるが、二次加熱のため一部熱破砕し剥脱している。

裏面側から剥片を生産した後、打面を直交する位置に転位して表面側から最終的に剥片をとっている。

6と7は、素材の大きさが2cm近くになるまで、表裏面から剥片を生産した残核である。打面は上下、左

右と転位を繰り返している。なお、 7はやや強く焼けた資料である。

8は、裏面側の剥離列が上下方向から入り、また剥離の中には溝の深いフィシャー痕が数多くみられ

たり、随所でヒンジ・フラクチャーがあるところから、上下からの強い力で加圧された石器で、いわ

ゆるピエス・エスキーユ（楔形石器）と考えられる。ただし、本資料は、最終的には表面図の右側面

に認められる上方向からの加撃で削片（スポール）として泰ll取されたものである。
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第11図 K 113遺跡北34条地点発掘区出土遺物
(2) (9 b層；石器）
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9~11は、黒耀石製の横長および縦長の条ll片である。いずれも、原石面が一部残っている。とくに加

工は認められない。

12から14の3点は、安山岩製の擦石ないし敲石である。 12は破片であるが、やや厚手の板状の転蹂を

索材に表裏面の平坦面を擦面として利用したものである。ただし、擦面そのものはあまり平滑ではな

く、使い込んではいない。 13は、薄手の板状の転礫を用い、表裏面の平坦面を擦面として利用すると

同時に中央部付近を敲打面として使用し、はだけた状態になっている。なお、表面図左側面もストー

ン・リタッチャー的な敲打によって平坦化した面がある。また、下端面は破損した後に、再度敲打面

として利用している。 14も大型の礫器の破片であるが、素材は厚手の転礫である。表裏面の平坦面を

擦面と使用し、さらに側面を敲打面としても使っている。
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第5章遺構（上層）

本遺跡の3a層からは、擦文時代の竪穴住居跡2軒と焼土9基がみつかっている。

第 1節第1号竪穴住居跡（第12~14図、第1、6~8、10、11表、図版12B、14A~l9)

第1号竪穴住居跡は、 04-03区において検出されたものである。本住居跡は、基本層序の6c層（黒～黒

褐色シルト層）面まで削土した段階で、西側（壁）と南側（壁）とで基本層序の6c層面を切るかたち

で、後述する覆土の灰褐色を呈する Ia、IIa、IIb層がL字状の輪郭をもって堆積していることが確

認され、その存在が明らかになったものである（図版14A)。6c層は本住居跡の北西隅付近から南西隅

を結んだ線から北から東側にかけては河川に向かって緩く落ち込み (9b層も合わせて落ち込むところ

から、第12図および付図では「9b層の落ち込み」と表現している）、さらに途中で消失するため、確認

面の段階では東側（壁）と北側（壁）は明確ではなかった。掘り込み面は3a層上面で、その標高は7.700

m程である。

乎面形は、隅丸（不整）方形で、大きさは主軸方向が4.7m、それに直交する方向が5.0mである。

深さは約60cm。主軸は N178°Eで、ほぼ南北方向である。

住居の覆士および周辺の地山等の層内容は、

I a層： （暗）灰褐色シルト層（全体に暗い色調で、灰色のパミス（？）が小ブロック状に入っている。

非常に堅くしまり、粘性はある。覆土の中央部付近に堆積。図版14Aに示したように確認段階で、本

層上面にやや大型の炭化材が数本認められている）。

I b層：灰褐色（砂質）シルト層（灰色のパミス（？）が多く入るが、砂粒分多く、しまりはない。

覆土の北壁から東壁側と住居外にかけて堆積している。 Ia、Ib層は大まかには基本層序の2b、2c-

1~3層に対比される可能性が高い）。

II a層：灰褐色シルト層（やや砂質的で、やや粘性がある）。

II b層：灰褐色シルト層（しまりはなし。 IIa層より砂粒分多い）。

II C層：灰褐色シルト層（やや砂粒分含むが、その量はIIa層と IIb層の中間ぐらいで、粘性はやや

ある。東壁側の一部にみられるのみである）。

III a層： （明）灰褐色シルト質砂層（粘性、しまりなし）。

Illb層：灰褐色砂質シルト層 (IIIa層より褐色味強く、砂質分も多い。炭粒所々入る）。

IV層：灰～灰褐色シルト層（粘性強く、ややしまる。一部炭粒点在。覆土中央の床面付近にのみ堆積

する）。

Va層：淡（茶）褐色シルト層（黒褐色土粒不均ーに入る。 Va~Vf層群は、甚本層序の6c層および

9b層が堆積する住居跡覆土の南壁から西壁側の南西側部分にのみ堆積している。 Va層は、 6c層起源

の二次堆積層の可能性が高い。なお、 A-Bセクションのポイント B側でVa層中に破線で図示した範

囲は6c層の崩落層である）。

Vb層：暗灰褐色シルト層（間層。粘性、しまりある）。

Ve層：淡茶褐色シルト層 (Va層と同起源、同性状の層である）。

Vd層：灰褐色シルト層（間層。粘性やや強いが、しまりない）。

26 
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第12図 K 113遺跡北34条地点第 1号竪穴住居跡 (3a層）

Ve層：灰褐色シルト層 (Vd層よりさらに粘性強く、 Vf層の汚れた土粒点在）。

Vf層：淡茶褐色シルト層（性状は、 Va、Ve層と類似するが、起源は基本層序の9b層である可能

性が高い）。

VI層：赤褐色焼土層（かまどの関連層で、後述する D層に対応する）。

VII層：暗灰褐色（砂質）シルト層(Va~V f層群の下の床面上に堆積する層で、汚れた土粒が点在する。

砂質で、粘性・しまりない）。

vm層：灰色シルトと褐色砂ないしシルト質砂層との互層 (A-Bセクションの東側にのみ認められる堆
積層で、上部はシルトの薄層厚く、下部はシルト質砂層が主体である。起源は明確にはできなかった

が、後述する地山層の①～③層に由来する二次堆積層である可能性もある）。

地山の層は、住居跡の南壁から西壁側の南西側部分については、基本層序と対比可能なため基本層

27 



序名で表示したが、北壁側から東壁側部分については基本層序との対応が不明確なため、個々に示し

ておく。

①層：暗灰褐色シルト層（全体に暗い色調で、粘性およびしまり強い）。

②層：灰褐色シルト層（しまり弱いが、やや粘性ある。砂粒分はやや多い）。

③層：灰褐色シルト質砂層（しまり弱いが、やや粘性ある）。

④層：褐色細粒砂層（所々に水平に灰褐色の砂の薄層が人っている）。

以上の層については、①層は甚本層序の3a層、②～④層は6層群や9層群が落ち込んだ部分に厚く堆積

している3b-1、3b-2、3c-1層等に大まかには対比できる。なお、 A-Bセクションのポイント A付近に

網をかけて示した縦方向の層は褐色中粒砂からなる層で、地震による噴き上げ砂の痕である。

ところで、本住居跡の地山と覆土との層区分については、前述したように A-Bセクションのポイン

トB側と C-Dセクションのポイント C側（北壁側から東壁側部分、図版15A、B、16A)については、

地山層が基本層序と対比でき、また6、9層群といった明らかに色調・性状が異なる層が堆積している

ため、層界は明瞭であった。しかし、南壁側から西壁側（ポイント AとD側）部分については、覆土

と地山と考えられる層との境目が明確ではなく、その中でもポイント D部分（図版16B)については、

II b層と③層との土質の差から層界を判断できたが、ポイント A部分（図版17A)についてはIIC層

と②層、 IIIa層と③層とが非常に類似した層であったため、遺憾ながら明確には分層できなかった。

東側壁の中央付近の外形線がやや外側に膨れているのは、掘り過ぎである可能性もある。

柱穴は、各コーナーから各1本づつ、都合4本みつかっている。南西隅からみつかった SPlは、確認

面での大きさが26X23cmで不整円形を呈し、深さは50cmある。 SP2は、南東隅検出の例で、本体は22X

21cmの不整円形で、深さは34.4cmある。なお、柱穴本体の北東側には深さ5cmほどの浅い張り出しが認

められた。 SP3は、北東隅検出のもので、大きさは19X18cm、確認面での外形は不整円形である。深さ

30cm。SP4は、北西隅検出の例で、大きさは26X23cmで、平面形は隅丸の不整長方形である。深さは、

14.7cmと浅い（第1表）。柱穴間の距離は、 1.7~1.9mである。

なお、住居跡の南西隅付近から検出された C1~3の炭化材（第12図）は、 IIa層中に包含されてい

たもので、フローテーションの結果では、各々からタデ属の種子と C2から微量の不明魚類の骨が検出

されたのみである（第2、4、6表）。

かまど（第13図、図版17B~18B)は南壁側にあるが、位罹は中心部より約50cmほど東によっている。

燃焼部の周りには袖の痕跡と考えられる高まりが確認され、その中に86X63cmの大きさの赤く焼けた

不整楕円形の火床がある。煙道の方向は N167゚Eで、住居の主軸に対し11゚ 東に傾いている。その長さ

は焼土面の端から約1.2mある。

かまどの層序は、

A層： （暗）灰褐色シルト層（若干黒色土粒入り、粘性ある。 A~C層は、煙道の煙出口の覆土堆積層で

ある）。

B層：（暗）茶褐色シルト層（粘性あって、黒色土粒不均ーに多く入る）。

c層：明灰褐色砂質シルト（周囲の地山よりは粘性強く、しまりない）。
D層： （暗）灰褐色シルト層 (J:.下の層界が焼けて茶褐色を呈する）。

E層：灰褐色シルト層（一部淡赤褐色で加熱うけている）。

F層：淡赤褐色シルト層（すすけた状態で、炭化物含）。

Ga層：暗赤褐色土層（大粒の炭化材と二次的な堆積の焼土粒が多く入る）。

Gb層：茶褐色上層 (Ga層の周辺に堆積した暗色部分）。

28 
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第13図 K113遣跡北34条地点第 1号竪穴住居跡かまど (3a層）

H層：灰褐色灰層（多くの骨片を含む灰層）。

I層：明赤褐色（焼）土層（火床の床面で、二次加熱をうけた所。地山層）。

J層：灰褐色（砂質）シルト層（地山層）。

これらの堆積状況でみる限り、煙道部分はトンネル状に掘り抜いたものである。

かまどの火床付近のG、H層等から採取した土壌のフローテーションの結果では、植物遺存体はア

ワ6粒、不明ミレット14粒、動物遺存体はサケ科が6.2g （顎歯0.65g、椎体4.55g、部位骨lg)、コ

イ科斗0.2g（腹椎、尾椎）、魚類不明4.72 g（椎骨、肋骨、魚棘等）、鳥類不明0.01g、哺乳類不明0.05

g、貝殻片0.01g>が検出されている（第2~4、6表）。

遺物の測点は18測点（点数は34点、 3,649.8g)で、層位的にはVa~f層出土が7測点 (9点）、 vn層
（床面直上）出土が6測点 (7点）、かまど火床出土が5測点 (17点）である（詳細は第10表参照）。出土

区は、南西コーナー付近と西壁、かまど火床で、総量としては少なかった。内訳は、フローテーショ

ン検出の土器1点も加えると、士器31点（甕13点、坪18点）、大型礫2点、軽石1点である（第9表）。

遺物（第14図、第7、8、10、11表、図版12B-2、19)

第14図に本住居跡から出土した土器片を図示した。

1~7は甕で、その内1~5は同一個体である可能性が高い。 1は、口縁部片で破片下部に頚部の括れに

29 
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第14図 K113遣跡北34条地点第 1号竪穴住屠跡出土遺物 (3a層；土器）

入った沈線文が1本残り、また口唇部から口縁部中段にかけては、ヨコナデ整形した範囲が段がつくか

たちで明確に確認され、また輪積み痕も部分的に残っている。器形は、頚部から「く」の字状に一気

に大きく開くものである。 2と3は、頚部の括れ部分から割れた胴部片で、破片上部には頚部に入った

沈線文の一部が残って‘いる。また、 3の内面には2cm程の間隔で輪積み痕が認められる。 6は、器厚はや

や薄手であるが、全体の丸みが強く、また二次的に焼けて橙色の色調を呈しているところから、底部

に近い破片と考えられる。 7は、かまどから出土した口縁部片で、口縁部の開きはやや小さく、頚部の

括れが口縁部文様帯の中央付近から認められ、この部分には浅い段状沈線文が複数条巡る。

8~11は坪で、いずれもかまどから出土したものである。 8は、底部の破片で、胴部の立ち上がりは

きつい資料である。整形は、外面の下半はヘラケズリ、その上と内面はヘラミガキである。器厚は、

4mmと非常に薄い。底板の外面整形は、ナデであるが、全体に5mm程と薄く仕上げられ、また非常に平

坦で、一部砂粒子が動いている部分もあるところから、それ以前にケズリ整形されている可能性もあ

る。胎士中には、砂粒分が比較的多く入っている。 9、10は、日縁部片である。 9は破片下部に丸みが

認められるが、その上はきつい立ち上がりである。 10は口唇部付近で心持ち内彎傾向が認められる。

ともに、整形は内外面ともにヘラミガキで、 9の口唇部端は丸みがあるが、 10では上端はやや平らに仕

上げている。 11は、胴下半部分の破片で、上部に浅い沈線文があり、全体として内彎状に開くが、下

部はやや括れて、立ち上がりがきつくなっている。
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第 2節 第2号竪穴住居跡（第15~19図、第1、6~8、10、11表、図版20A~27B)

第2号竪穴住居跡は、 03-02• 03、02-02区でみつかった例である。住居の存在は、 03-03区で基本層

序の6c層上面を精査していた段階で、後述する住居跡覆土に堆積した炭化材の一部が検出され、その

後南東側部分について6c層上面で精査を行った結果明らかになったものである（図版20A)。しかし、

最終的には住居跡の北側から東側にかけての半分以上は、後世の「ため池」の築造によって破壊され、

全体を把提することができなかった。掘り込み面は、 3a層上面で、その標高は8.150m程である。

平面形は、隅丸（不整）方形と推定され、大きさは主軸方向が7.16m、それに直交する方向が現存

部で7.24mである。確認面からの深さは約50cm。主軸は N200゚Eである。

住居の覆土およぴ周辺の地山等の層内容は、

I層： （明）灰褐色砂質シルト層（炭化材点在。 E-Fセクションの I層とIIIb層との層界には灰色シル

トの士粒点在）。

I (-1)層：灰褐色シルト層（やや砂質、やや粘性あって、しまる。 I(-1)-(-3)層は、 A-Bセクショ

ンのポイント A側でのみ分層できた層群で、層界には炭化物がかんでいる）。

I (-2)層：灰褐色砂質シルト層（しまりなし、砂質強い）。

I (-3)層：灰褐色シルト層（砂質分多いが、ややしまる）。

II層：暗赤褐～暗茶褐色シルト層（焼土、炭化物を多量に含む）。

III a層：茶褐色シルト層 (IIIb層より全体に暗い）。

IIIb層：淡黒灰色シルト層（粘性・しまり強く、黒色土粒（一部炭化材）全体に入る。灰褐色シルト土

粒の含量多く、やや明るい色調）。

III C層：淡黒灰色シルト層（堅くしまり、粘性も強い。 VII層より細かい炭粒、黒色土粒が均ーに入る）。

III d層：暗灰色シルト層（若干汚れある）。

IV層：黒褐色シルト層（炭化物・黒色土粒を多く含む層で、 E-Fセクション部分でIIIC層とVI層との

間層として入る）。

V層：灰褐色シルト層 (E-Fセクションの壁の肩に堆積した土層で、やや粘性あって、しまっている

が、地山層より砂質的である）。

VI層：暗灰褐色シルト層（黒色土粒点在。粘性強く、しまる）。

VII層：暗灰色シルト層（多量の黒色土粒と炭粒点在し、色調が全体に暗い層。非常に粘性が強く、し

まる。大粒の炭粒、黒色土粒点在。壁沿いの肩口に堆積している）。

以上の層の中でII~III層群中に数多くの炭化材が包含されていた。

地山層は、甚本層序と対比できる部分については甚本層序名で表示したが、 A-Bセクションの床面

の下の土層については対比が困難なため別記する。

(l)a層：暗灰褐色シルト層（黒色土粒を若干含み、粘性は強い。しまりはIIIc層よりは弱い）。

(l)b層：褐色シルト層(A-Bセクションの東側の一部でみられる層。リモナイトを多く含み、色調は

暗い。粘性は強いが、 (2)層との層界は不明瞭である）。

(l)c層：暗灰褐色シルト層（黒色土粒点在する）。

(2)層：灰色シルト層（非常に粘性強いか、しまりない。基本層序の12層に対応すると考えられる）。

(3) a層：灰（褐）色シルト層（やや砂質的であるが、よくしまり、やや粘性ある）。

(3)b層：青色シルト層（やや砂質であるが、粘性もややあり）。

(4)a層：青色シルト層（やや砂質、しまりない。やや粘性あり）。
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第15図 K 113遺跡北34条池点第 2号竪穴住居跡 (3a層）
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(4)b層：青色砂質シルト層。

(1)a~c層については、床面下に不規則な形で堆積する土層で、いずれも黒色土粒等を含み、二次堆積

した状態を示すところから、住居構築時に掘った後に埋め戻した土層の可能性が高い。とくに、第15

図の平面図の西北西壁沿いに破線で示した範囲は、不規則ではあるが溝状に(1)a層の堆積が認められ

た部分である（図版20B-21B)。

なお、 A-Bセクション部分を中心に地震による噴き上げ砂が厚く堆積している状況が認められた。

層内容は以下のとおりである。

イ層：灰褐～褐色細（～中）粒砂層。

ロ層：褐（～茶褐）色細粒砂層。

ハ層：灰褐色細粒砂層。

二層：褐色中粒砂層。

柱穴は、かまど側の2本が確認されている。 SPlは、西南西のコーナーでみつかった例で、確認面の

形状は不整楕円形（大きさは45X32cm)で、深さは約49cmである。 SP2は、南南東側のコーナーからみ

つかったもので、本体の大きさは37X34cm（不整三角形）であるが、その周りに84X70cmの浅い張り

出しがある。深さは、 56.4cm。柱穴内の覆土上部の土壌サンプルのフローテーションの結果では、 S

Plからはサケ科の骨が若干量(0.01 g>）、SP2からはタデ属の種子6粒とサケ科の骨が微量(O.Olg>)

検出されている（第2~4、6表）。

なお、本住居跡では前述したように床面直上の層から数多くの炭化材、炭化物と焼土がみつかって

おり、焼失家屋と考えられる（図版23A-25A)。だだし、炭化材そのものは焼けが強く、元の材の形

状を伺い得ない例が多いが、西北西壁側の中央付近にある例は東西方向に5、6本の炭化材が並んで検

出されている（図版24A)。

かまどは、南南西壁のほぼ中央に設置されている。燃焼部は住居内にあって、周りには袖の痕跡を

示す高まりが環状に認められる。なお、東南東側の袖にはほぽ完形な土器（第17図2)の一部が埋設さ

れていた（図版24B、25B)。袖の内側は加熱のため赤褐色に変色し、その中央部分は46X26cmの大き

さ（不整楕円形）で浅く凹んでいる。煙道は、先端部分は敷地境界に近いため確認することができな

かったが、方向はほぼ住居の主軸と平行していた。

かまどの層序は、以下に示したとおりであるが、一部住居跡の覆土の堆積層とのつながりから共通

のローマ数字で表現している層もある。

Aa層：暗灰色シルト層（暗色部）。

Ab層：暗茶褐色シルト層 (6c層の崩落、二次堆積層）。

Ba層：暗灰褐色シルト層（若干黒色土粒を含む程度）。

Bb層：淡茶褐色シルト層（黒色土粒を多量に含む。粘性あるが、しまりはない）。

Illb層： （暗）灰褐色シルト層（竪穴覆土のIIIb層に対応するかまど付近の堆積層。粘性あるが、しま

りなし。灰色シルト層中に所々すすけた状態が及ぴ、若干の炭粒が入る）。

C層： （暗）茶褐色シルト層（すすけた状態で、二次加熱を受けて全体に赤黒い色調を呈する。粘性ある

が、しまりなし）。

Da層：暗灰褐色シルト層（粘性あって、部分的にすすけた状態の所がある。崩落した間層）。

Db層：淡（赤）褐色シルト層（全体に二次加熱で淡いピンク色を呈する。崩落した間層）。

E層：暗赤褐色焼土層（全体に黒くすすけた状態で、二次加熱のため赤色化している。粘性あって、炭

化材若干分布）。
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第16図 K 113遺跡北34条地点第 2号竪穴住居跡かまど (3a層）

F層：灰褐色灰層（細かい骨片多く含む）。

以上の土層堆積状況からみると、煙道の火床側は上からの掘り抜きと判断されるが、セクション a-

bやg-hにみられるように、神出口側は自然堆積層の5a、6c層か煙逍部分を覆うように水平（こ堆積し

ている状況をみると、途中からトンネル式にT．法を変えているものと推考される。婢道本体の層は E層

およびF層である。

かまどの火床部分の E、F層からサンプリングした土壌のフローテーションの結果では、植物遺存体

としてはキビ1粒、ニワトコ属2粒、不明ミレソト3粒、動物逍存体はサケ科0.53g、チョウザメ科0.01

g >、コイ科0.04g （椎骨）、ニシン科0.15g （椎骨、前耳骨）、魚類不明1.06g、鳥・哺乳類0.13g 

が検出されている（第2~4、6表）。

遺物については、測点数は35点（総数123点、 5,892.2g)で、層位的にはIIIb、c層出土例（かまど

の東南東側と住居の北北西側に集中）が24測点 (92点）、かまど（火床）出土例が11測点 (31点）であ

る。内訳は、土器111点（甕95点、坪16点）、紡錘車2点、棒状礫3点、大型礫片1点（焼けている）、小

型礫5点（シルト岩）、焼成粘土塊1点である（第9表参照）。

遺物（第17~19図、第7~11表、図版26~27B)

第17図1~5は、甕である。 1は、 SP2の周りからまとまって出土した資料で、胴中央より上は遺存す

るが、下半は大きく欠損している。全体の器形は、胴張りは弱く、頚部が若干括れた後次第に開く器

形である。頚部から口唇部下2cm程の部分までは、浅い段状に展開する横走の沈線文群が数多く巡り、

口縁部文様帯を形作っている。横走沈線文群の下縁には、角張ったエ具の角を斜めに剌突した三角形

34 



3
 

ー

＼
 

こ＿一

4
 

゜
第17図 K113遣跡北34条逓点第2号竪穴住層躊出土遺物 {1){ 3 a層；土暑）

35 



剌突文が全周の2/5程巡っている。整形は、外面は胴部がハケメ、日唇部直下はヨコナデ、内面は口縁

部（から頚部）部分は一部ハケメ痕が残るが最終的には粗いナデ、胴部分はハケメで一部ナデで消さ

れている。口唇部端はナデである。内外面には薄く炭化物が付着する。

2は、かまどの袖部分を中心に検出された資料で、口緑部部分と図示面裏側の胴部分（胴全体の1/3

程）は欠損する。底面は径9.8cmと大きいが、胴部の広がりは弱く、胴張りはほとんどないため、全体

に狭長な器形である。頚部はやや強く括れ、この部分にはやや幅広で深い横走沈線文が巡るが、全体

の流れとしては段状の展開である。整形は、外面の胴部は縦のハケメ、内面は日縁部分はナデ、胴部

分は横のハケメである。底板の外面には、枝状に葉脈が走る葉の痕がある。底の内面側は指の爪痕が

一面つけられている。炭化物が内面の上半部の一部に厚く付着していた痕跡がある。胎土中には、砂

粒分がやや多く含むが焼成は堅緻である。

3、4は、底部片である。ともに、底部に張り出しが弱いながら認められ、底面には笹の圧痕がある。

整形は、 3の方は外面がハケメ、内面はナデ、 4は内外面ともナデであるが、内面にはエ具のあたりが

認められ、ヘラナデと理解できる。 5は、胴部片で、 2の個体の一部である可能性が高い。

第18図1~7は坪である。 1は、かまどの東側の壁よりからみつかったほぽ完形の資料で、器高8.7cm、

日径14.9cm、底径6.5cmの規格で、容量は0.52.e,ある。底面部分はやや括れるが、その上はきつく直線

状に立ち上がる。口唇部直下から体部中央にかけて都合3本の沈線文がある。下2本の沈線文は、やや

深くしかも明瞭な段を形成するかたちで施文されているが、口唇部直下の沈線は口唇から7、8mmの部

分を強いナデで若干凹まし、結果的にその境目に段を形成し、沈線状にしたものである。口唇端部は

丸味があるが、外面側はやや外に張り出している。整形は、内外面と底面ともにヘラミガキで、底面

は心持ち凹む傾向がある。 2も、 1に類似した文様構成をもつ口緑部片である。拓影図では、 5本の横走

沈線文状の空白が示されているが、一番上のものは輪積み痕が残ったもの、同じく 3本目は接合面の割

れ面の線で、沈線文として認識されるのは残りの3本であるが、いずれも浅いものである。 3は、体部
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第18図 K 113遺跡北34条地点第2号竪穴住届諭出土遺物 (2)(3 a層；土器）
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第19図 K 113遺跡北34条地点第 2号竪穴住居跡出土遺物 (3)(3 a層；紡錘車）
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中央以 Fの破片で、口緑部は欠損する。器形は1と類似し、整形も底面を含めて内外面とも人念なヘラ

ミガキである。底面は、やや揚げ底気味で、破片上部に沈線文が1本認められる。 4も、器形・文様構

成は1と同様で、日唇部直下は強く括れ口唇部がやや外に張り出している。沈線は2本認められるか、

上の例は半載竹管状工具で引いた叶能性もあり細い線2本で構成されている。下部の沈線は浙片のため

明瞭でないか、段状の盛り上かりは観察できる。

5も口唇部を有する破片であるが、上記の例に較べて器厚が厚く、内脊状に丸味がある路形という点

で特異である。口唇部ド7-9mrn程の部分はやや強くナテ引きし、薄手に仕上けている。 6は、破片卜^ 部

に横走沈線文が1本ある例で、やはり沈線の上下で器厚か児なり、段状気味である。 7は、底部片で、

肌血付近の括れは認められす、底から真っ直ぐ立ち上がグ）ている。底面は、周辺に粘上を貼付し、 1mm

程盛り上がらせ、中央部は凹む状態になっている。

弟19図l、2は紡鍾卓である。出土位消は、］がかまどの直ぐ東横の壁沿い、 2がかまどの火）木部分で

ある。 1は完形品で、その大きさは上面径が68mm、下面径が79-80mrnで、上血の内部は2-4mm秤凹ませ

ており、原さは遠位端で24mm、薄いところで20mmである。中心の孔は9mmで、真っ直ぐに開けられてい

る。重贔は、 169.2g。整形は、下面部分と側面は入念なヘラミガキであるが、上血部分は中央付近は

ナデで、周辺は環状にヘラによるナデ痕がつけられいる。また、この面には半歓竹管状工具によって

つけられた2本単位のごく細く、浅い沈線文が、浙続的ながら孔部分から放射状に展開し、その一部は

周辺の盛り上かった部分にも施文されている。2は、二次加熱のため若千赤色化した半分ほどの破片て、

下面の推定径で約60mmである。四さは14mmで、孔の推定径は9mm。重梵は現存部で36.3gで、本来は70

g位と推定される。両面はほぽ平坦であるが、上面側は心持ち凹んでいる。側面には、拓影図と図版

27Bの2cの写真で示したように、焼成後に金属器のような刃部が狭く鋭いエ具で、斜めに連続的に刻

線を刻んでいる。そのため、刻文の周辺部は細かく破砕している部分もある。

あと、図化していないが、第10表に示したとおり、棒状礫が3点出土している。ともに完品で、長さ

が104~12lmm、輻48~60mm、厚さ32.2-35. 2mmで類似した規格であるが、重量は18と27が各々300gと

275 gであるが、 32は199.4gと軽い。
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第 1表 k113遺跡北34条地点竪穴住居跡柱穴一覧表

遺構 柱穴 平lfi形 標高(m) 規模l 規模2
名称 番号 （確認面） （確認拍i) (cm) (cm) 

-...~ ｀ 

HPI SPl ィゞ整円形 7.138 26 23 

SP2 不整円形 7.171 22 21 

SP3 不柊円形 7.082 
19 1 ， 

18 

SP4 不陥円形 7.097 26 23 

HP2 SPl 不整楕円形 7.589 45 1 32 
， 

SP2 不整三角形 7.558 37 I 34 

第 3節焼土（第20~23図、第6表、図版28A~33B) 

3a層面からは、焼土（一部炭層）が9カ所みつかっている。

焼土1、2、3（第20図、図版29A~30A)

深さ ＇ (cm) 備 ぢ
---- --- ---』—---

50.1 

34. 4 !り長り｛片し部35cmX 26cm 

29.9 

14.7 

48.9 

56.4 張り出し部84cmX 70cm 

焼上1~3は、 05-04、06-04区の西側から南北方向に一列に並んでみつかった例である。この中で、

焼土l と焼＿＋2は、層位的に r．卜•関係を保ちなから、一部重なって分布し、焼十2 と 3は小明瞭なから若

干の空(I部をおいて、はほ詞一附序の中で隣接して仔在する。

セクションについては、 3甚連続でとっている。

I附：暗灰褐～明茶褐色シルト附（焼+.1の堆積層で、桔本層序の3a層の中間付近に堆積しているもの

である。焼上粒と大粒の炭化材と若T・の骨片多く人る）。

II層：灰褐色シルト層（焼土1と2との間層である。やや枯性あるが、 しまりない）。

III a層：暗褐色シルト層（焼士粒と炭化材点在し、灰を含む層。焼土2の堆積層で、 3a層の下底面に堆

積しているものである）。

IIIb層：明赤褐色焼土層（上部は明（赤）褐、下部は暗赤褐色を呈し、全体に強く焼けて赤くなってい

る。多量の大粒の炭化材と若干の骨片人る。焼土2の堆積層）。

III C層：茶褐色焼土層（全体に砂質で、とくに中央部はシルト質砂層。中に炭化材、焼士粒、灰を含

む。焼土3の堆積層）。

IV a層：灰褐色シルト層（地山で、基本層序の3a層に相当する。焼士層の影響を受け、所々黒斑状を

呈する。やや粘性ある）。

IVb附：灰褐色砂質シルト附（やはり地山で、 3a層に相％。所々黒斑状を旱する。しまりも、枯l牛も

なし）。

焼土1は、半分近くが試掘調査（試掘坑12:TR12)の際に消失してしまったものである。層位的に

は焼土2の後、 3a層の堆積途中に形成されたもので、明確に一次な焼土層の堆積が認められる。現存部

の大きさは49X66cm、層厚は4cmである。採取した土壌サンプル(3.35Q)のフローテーションの結果で

は、植物遺存体としてブドウ属1粒、クルミ属0.01g>、動物遺存体としてサケ科0.03g、魚類不明0.02

gみつかっている（第2、4表）。

焼土2は、 3a層の堆積当初の頃に形成されたもので、やはり南側の一部は試掘坑12で断ち切られてい

るが、現存部の大きさは120X 127cmで、層厚は3cm程ある。本例も、一次的な焼土層 (IIIb層）が認め

られる。土壌のフローテーションの結果では、 15Qのサンプル中から植物遺存体としてアワ106粒、キ
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第20図 K113遣躊北34条地点燒土 1~3 (3 a層）

ピ84粒、アサ21粒、シソ属1粒、ナス科4粒、イネ科12粒、キハダ属1粒およぴ5片、プドウ属3粒と9片、

クルミ属3.75g、不明ミレット71粒と本遺跡の中では最大量の検出量である。第5表は、本焼土出土の

アワの計測値であるが、平均値では長さ1.24mm、幅1.20mm、厚さ0.86mmである。一方、動物遺存体は

サケ科0.08g、魚類不明0.01g>検出されている（第2、4表）。

焼土3は、接合番号1A、2Aの土器群を挟んで、焼土2の北側にあるもので、大きさは138Xl19cm、層
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の厚さは最大4cmである。層をみると、焼土1・2で認められた一次的な焼上面の堆積が認められず、小

プロックの焼土粒と炭化材・灰が堆積した状態であるところから、二次的な堆積の焼土層の可能性が

高い。土壌のフローテーションの結果では、植物遺存体としてアワ5粒、キビ19粒、タデ科1粒、キハ

ダ属1粒、プドウ属2粒およぴ1片、クルミ属0.13g、不明ミレット6粒とややまとまってみつかってい

るが、動物遺存体は魚類不明のものが0.01g検出されただけである（第2、4、6表）。

焼土4、5（第21図、図版30B~31B)

焼土4、5は、 05-04区で検出された例である。この内、焼土4は試掘調査時点で、試掘坑12でその存

在が確認され、また付近から土器片が出土したことから、後述する焼土6とともに発掘調査を実施する

契機になったものである。焼土4、5も、焼土1~3とともに南北方向の同一線上に一列に並んでいる。

セクションは、焼土4Bと焼土5を貫いてとっている。

I層：暗褐色シルト層（焼土4Bの堆積層で、大粒の炭化物が多く入っている。なお、焼土4Aの堆積

層は暗赤褐色焼土層）。

II層：淡赤褐色焼土層（焼土粒と炭化物が点在）。
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III層：灰褐色シルト層（大粒の炭化物点在する）。

IV層：灰褐色砂質シルト層（地山のIIIa相当層。 II、III層の影響で若干汚れが認められる）。

焼土4は、試掘坑12の掘削の際に過半以上を消失し、 2カ所に分かれた状態でその一部が残っていた

ものである。西側を4A、東側を4Bと呼称する。 4Aは、大粒の炭化物がやや密集した状態で検出され

ているが、焼土粒はほとんど含んでいない。一方、 4Bの方は全体に赤く焼けており、一次的な焼土層

と考えられる。現存部の大きさは4Aが29X28cm、4Bは31X25cmで、厚さはともに約2cmである。両者

合わせた土壌サンプルのフローテーションの結果では、タデ属1粒、キハダ属1粒、クルミ属0.63g、

不明ミレット3粒、それに魚類不明が0.01g>みつかっている（第4、6表）。

焼土5は、北側部分で波線で示したII層堆積部分には二次堆積した焼土粒が分布しているが、他の部

分についてはやや大粒の炭化物が散発的に分布するだけである。全体の大きさは、 213X75cmで、層厚

は厚いところで3cmを数える。土壌のフローテーションの結果では、プドウ属2粒、クルミ属1.32gが

検出されている。

焼土6、7（第22図、図版32A、B)
焼土6、7は、 03-03区から検出されたもので、この内焼土6は試掘調査時点で試掘坑15(TR15)の断

面で確認されたものである。両焼土は、焼土1~5と同様に、南北方向にやはり並んでみつかっている

が、相対的な位置としては、第1号竪穴住居跡のかまどの煙道の南側に存在しているといえる。

焼土6は、北側がトレンチで一部切られているが、全体としては横長の形態を呈し、現存部の大きさ

は165X 112cm、層厚が最大で10cmある。層位は、

I層：灰色シルト層（粘性弱く、パサパサ。基本層序の2c-3層に対応すると考えられる）。

II層：暗茶褐色シルト層（大粒の炭化材を多く含む層で、焼土層の上に堆積している）。

III層：灰褐色灰層（灰層のみの集中は、局部的にみられるのみである）。

IV a層：明茶褐色焼土層（北側部分で認められる焼土層）。

IVb層： （暗）黒褐色シルト層 (IVa層の周辺に堆積した土層で、焼土粒と炭化物を多く含む）。

v層：明茶褐色焼土層（南側部分でみられる焼土層）。
VI層：灰褐色シルト層（基本層序の3a層（下面）に対応し、焼土層の影響を受け若干焼土粒や炭化物

等を含む層で、粘性はややある）。

本焼土は、セクション図からも判断できるように、一次的な焼土面が南側と北側の2カ所に分かれて

認められる。焼土の南側の部分の対応層はIII層とV層、北側部分はIVa、IVb層である。土壌のフロー

テーションの結果では、植物遺存体はイネ科1粒、プドウ属2粒と1片、クルミ属10.32g、不明ミレッ

ト6粒、動物遺存体は、サケ科0.08gが検出されている（第4、6表）。

焼土7は、焼土6の南側にあるもので、全体形は不整の長楕円形を呈し、大きさは241X6lcm、層厚は

3cm程度である。

堆積層は、以下の1層のみである。

II'層：灰褐色シルト層（やや粘性ある。大粒の炭化材点在する）。

本層は、焼土6のII層に対応する層で、二次的な堆積層と理解できる。なお、本層上面から土器片(03

-03区No.1~4)が検出されている。

土壌サンプルのフローテーションの結果では、アワ3粒、クルミ属2.19g、魚類不明0.01g>が検出

されている（第2、4、6表）。
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焼土8（第23図1、図版33A)

本焼土は、 04-03区の北西隅で検出されたものである。大きさは62X60cmで、不整の形状を呈し、層

厚は3cm程である。層堆積は、

I層：灰色シルト層（粘性弱い）。

II層：暗褐色シルト層（多量の大粒の炭化材と若干の焼土粒を含む）。

III層：灰褐色シルト層（地山層で、基本層序の3a層に相当する。粘性あって、ややしまる）。

セクション図では、 1層の上部には炭化材がのっている。

土壌のフローテーションの結果では、プドウ属が1片みつかっただけである（第4、6表）。

焼土11（第23図2、図版33B)

焼土11としたものは、05-03区において3a層面で炭化物のややまとまりが認められたため、その確認

作業を進めた結果、図に示したような範囲に炭化物の集中があることが判明したものである。

この中で、もっとも大きな広がりを示す部分は図の右側に示した焼土11-1で、形状は不整楕円形で、

大きさは292X189cmである。本例では、後述する I、II層の覆土層の下底面に草本類（？）起源の炭

化物が、浅い皿状に薄く分布していた。土壌のフローテーションの結果では、タデ属9粒、マタタピ属

1粒、キハダ属1片が検出されている（第4、6表）。

堆積層は、

I層：灰色砂質シルト層（粘性強いが、やや砂質的で、しまりはわるい）。

II層：灰色シルト層（粘性強く、しまっている）。

また、その南東側には同様な炭化物の分布が小さな範囲（焼土11-2、3等）で幾つか認められた。
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第 6章遺物（上層）

上層の3a層から検出された遺物の総量は、竪穴住居跡等の遺構関係出土の遺物もあわせると、723点

（総重量19,236.8g)ある。内訳は、土器片が693点（内甕637点、坪56点）、棒状礫を含めた石器が16

点、礫が14点である（第9表）。

発掘区だけでみると、遺物総量が568点で、内土器片が550点（甕528点、坪22点）、石器13点（内棒

状礫11点）、礫5点である。出土区は、 04-04区と06-04区の2地区から200点以上と集中して出土してい

るが、あとは03-03、04-03、05-04区から5~44点検出されたのみである。とくに、 06-04区南側から05

-04区北側の焼土1~3付近からは後述する第24図2、3の完形土器が2個体まとまって検出されているが、

この内2の口縁部片は地震による地割れで二次的に動いた状態でみつかっている（第20図、図版28A、

B、30A、34A)。さらに、 04-04区では第23図3（図版35B~36B)に示したように、ほぼ完形な大型の

甕形土器が隣接して2個体（第24図1、第25図1)押しつぶされたような状態で出土している。

第 1節土器（第23~25図、第7、10表、図版34A~36B、37、38A、39)

第24図1~13、第25図1、2は甕形士器である。

第24図1は、器高32.7cm、口径25.2cm、底径8.9cm、口唇部までの容量6.6Qのやや大型の甕である。

器形は、底面から2cm程のところから急激に開き、そのままやや膨らみながら胴中央より若干上の部分

で胴最大幅（径24.2cm)がきて、その後次第に内彎しながら頚部で強く括れ（径20.4cm)、口縁部でま

た開くものである。全体として胴部が強くはらみ、口縁部が短めで開きがやや小さい器形で、器厚も

8mm前後で厚手の上器である。頚部と胴部の境Hには、箆状工具による沈線文を1本入れ、不規則なが

ら段を作出している。整形は、外面はハケメであるが、口緑部分ではその後粗いナデが人っている所

もある。内面は、ハケメとナデである。口唇部は、口唇端部から内面にかけてのナデ整形によって丸

味がつけられている。底面は、中央が2cmほど皿状にやや凹み、また全体に砂礫が一面付着したような

痕が、孔状に数多く残っている。なお、二次焼成を受けた関係で、底部付近は橙色を呈した部分があ

り、さらに上半部はパッチ（円孔）状に泰Il脱したり、内外表皮面の剥脱が著しい。

第25図1は、器高37.9cmと本遺跡の中では最も大きい土器である。口径は32.2cm、底径は8.6cmで、

ロ唇部までの容量は8.8Qある。器形は、底部からあまり膨らみをもたずに、少しづつ開きながら立ち

上がり、胴最大幅は頚部の少し下にきている。頚部でやや括れた後、日縁部は大きく開いているもの

で、全体として狭長な形である。頚部と胴部の境には、明瞭な段を形成している。整形は、外面は胴

部がハケメの後ヘラミガキ、頚部はハケメ、日緑部はハケメの後一部ミガキであるが、日唇部付近は

ョコナデが入っている。内面は、ハケメで口唇部付近のみごく一部にナデがみられる。口唇部は、ナ

デであるが、中央がやや深く凹んでいる。底面は、中央の2.5cm程を残して周りに粘土を貼付し、 4~5

mm程盛り上げている。

第24図2は、器高30.2cm、口径27.6cm、底径8.8cm、口唇部までの容鼠5.5Qのほぼ完形の土器である。

器形は、底部の括れはほとんどなく、緩く開きながら立ち上がり、胴最大幅は頚部の若干下にきてい

る。頚部の括れは弱く、逆に日縁部の開きは大きい。頚部と胴部の境には1本の深い沈線が入っている。

整形は、外面の胴部はハケメ、頚部から口縁部はハケメの後ヨコナデ、内面は口縁部分はハケメの後
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粗いナテ、胴祁はハケメである。口唇部は凹線状にやや凹む。底面には、大型の炭化物等（材、堅果？）

か焼成によって脱洛したような大きなくぼみが、数多く認められる。

第25図2は、日緑部から胴部にかけての約1/4周分の破片から推定復元した資料である。推定口径は

26.9cm。胴最大船は頚部よりやや下にきており、頚部は強く括れた後、日緑部はさらに大きく開く器

形である。頚部から日緑部にかけては、横走する浅い段状沈線文が数多く巡っている。整形は外面の

胴部はヘラミガキ、内面は（ヘラ）ナデで、所々工具のヘラのあたりか観察できる。

第24図3は、小型の甕で、大きさは器高llcm、口径13.8cm、底径4.2cmで、 [l唇部までの容見は0.45

Qである。器形は、底部から急激に開き胴最大幅は10cmある。頚部は強く括れ、その後IJ緑部は人き

く開いている。頚部から口緑部にかけては段状の沈線文が数多く横走している。 l」唇部はやや丸味を

もって仕上げられている。

第24図4~13は、甕の口緑部破片てある。4旦外は、いすれも段状の浅い横走沈線文群が施文されている。

第25図3~9は、坪の破片である。 3は、底部の破片て、底径は5.8cmで、底面はかなり楊げ底である。

整形は、両面ともミガキで、内面には黒色処理か施されている。 4~6、8は、日縁部片で4、5には細い

北祝文か1条巡る。 4、8の内面には黒色処理がある。 7は、焼＿12から採取した土壌サンプル中から検出

された査料で、器厚が薄いところから、杯の胴部（体部）片と芳えられる。 9は、坪の底の破片である。

聡面には笹の圧痕が認められる。

同図10~16は、阜鹿櫨水挽きの坪の破片で、いずれも内面は黒色処理が施されている。 10は日唇部を

有する破片、 ll~15は体部破片、 16は底面に糸切り痕を残す底部片である。これらの資料群1こ共連す

る特徴は、 15例を除いて、破損後の破断面を研庖していることである。その範囲については、挿図中

の拓影図の外形の周りに実線と破線で表示したとおりである。この中で、実線部分は入念な研磨か入

り平滑になっている部分を指し、破線は角等の一部か擦られたたけの部分である。なお、 10について

は研磨した後に、さらに一部破損しているが、その後も大きい方の破片の破断面の角をまた擦っている。
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第2節石器（第26図、第8、10表、図版38B)

第26図1は、軽石製の砥石である。断面三角形で、各面と図示手前の小日の4面を砥面として利用し

ている。なお、裏面図に示したように左面側には鋭いエ具で挟ったような直線的な傷跡が数多くある。

2は、 81X62X57cmの楕円形の礫で、重量は400gある。表面全体が滑らか状態で、また面体の変化

もとくに認められないため、使用面を特定することは困難であったが、随所に平滑で光沢を持った箇

所を認識できるところから、擦石等の用途に利用された可能性が高い。

゜
scm 

ー

2
 

第26図 K 113遺跡北34条地点発掘区出土遺物（5)(3 a層；石器）
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第7章動植物遺存体

第 1節 K113遺跡北34条地点出土動物遺存体

富岡直人

(1) 分析資料 （付表、第2、3表）

分析資料は、各種遺構中の土壌をフロテーション装置 (0.42~ 1. 00mm金属フルイ使用）で水洗して

得られたものである。続縄文時代（北大式期）、擦文時代に属する資料が中心で、カマドや焼土プロッ

ク、炭化物プロックから検出されている。これらは、全て火を受けており、多くは白色、一部は黒色

に変色しており、熱のため激しく収縮して変形・
付表 出土動物遺存体種名表

亀裂を生じている。

軟体動物門 資料は5mm角程の大きさが残されて
List of animal remains from K113 N34 site 

軟体動物門 MOLLUSCA classis indet 

おり、厚さ0.2mm程で、火を受けて大きく変形し、 脊椎動物門 VERTEBRATA 

表面の一部は剥落して失われている。綱は特定 硬骨魚綱 OSTEICHTHYES 

できなかった。真珠光沢などはみられず、札幌

市のK435遺跡で出土したイシガイ科の貝類（カ

ワシンジュガイなど）ではないと考えられる。

擦文時代の第1号竪穴住居跡のかまどから検出さ

れている。

サケ科サケ属・イワナ属 出土動物遺存体の

主体を占めているが、続縄文時代に属する遺構、

サケ科 Salmonidae 

サケ属 Oncorhynchus sp. indet 

イワナ属 Salvelinus sp. indet 

チョウザメ目 Acipenseifonnes 

チョウザメ科 Acipenseridae 

コイ科 Cyprinidae 

ニシン亜科 Clupeinae 

堆積層からは検出されていない。出土したサケ ニシン Clupea pallasii V alenciennes 

科の部位骨は、現在の北海道に生息するアメマ 鳥綱 AVES ordo indet 

ス（イワナ属）、オショロコマ（イワナ属）、サ 哺乳綱 MAMMALIA ordo indet 

クラマス（サケ属）、カラフトマス（サケ属）、サケ（サケ属）、ギンザケ（サケ属）、マスノスケ（サ

ケ属）、ヒメマス（サケ属）である可能性が品い。その中でもほとんどの部位骨は大形で、体長50cm~l

m近くなる個体のものと考えられる。これらは降海型サクラマス、カラフトマス、サケ、ギンザケ、

マスノスケ、ヒメマスである可能性が高い。

金子(1987)を参考に91個検出された犬歯状歯による最小個体数算定をおこなったところ、6個体とい

う数値が得られた(Aタイプの犬歯状歯に基づく）。特に第1号と第2号竪穴住居跡での出土量が卓越し

ており、 54個体に及んだ。

チョウザメ目 チョウザメ科 出土資料は、破片であり属・種は特定できなかったが、現在北海道に

生息するダウリアチョウザメ Husodauガcus(Georgi)あるいはチョウザメ Acipensermedirostris Gray 

である可能性が高い。

擦文時代前期の第2号竪穴住居跡のかまどから出土している。

コイ科 コイ科に同定した資料は特徴が不明確な椎骨類であったため属・種の特定はできなかった。

コイ科に同定した資料は、擦文時代前期に属する第1号と第2号の竪穴住居跡のかまどから出土してい

る。
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ニシン亜科 ニシン 本遺跡で出土した比較的小形の個体は、周年接岸する生態を持つものであ，I、

年間を通して捕獲された可能性があるが、成魚で回遊する生態を持った大型個体は春に捕獲された可

能性が高い。

擦文時代前期に属する第2号竪穴住居跡のかまどから出土している。

鳥綱 資料は全て破片であり、科・属・種は特定できなかった。破片の大きさから中・小形鳥類の遺

存体と考えられる

哺乳綱 資料は全て破片であり、中・小形哺乳類の遺存体と考えられる。特に続縄文時代の焼土9では

哺乳類の占める率が特徴的に高い。

(2) K113遺跡における狩猟・漁榜活動

本遺跡の続縄文時代後期未に属する動物遺存体資料が少なかったため、この時期の狩猟・漁榜活動

の内容は明確ではない。検出された遺存体のうち、哺乳類が重籠的に多い。ただし、遺存体の組成は

遺構ごとに変化がある可能性も考えられるので、哺乳類狩猟が活発であったとの即断はしがたいであ

ろう。

また、擦文時代前期出土の動物遺存体の内容は、札幌市に所在するほぼ同時期の N426遺跡（擦文時

代：金子1992)、K39遺跡 Nll地点（第3文化層、擦文時代中期前葉から中菓）でみられる状況と類似し、

特にサケ科を主体として構成されていることが共通している。このような状況は、本遺跡が擦文時代

に旧琴似水系の河川でのサケ猟を盛んにおこなっていた集落遺跡であったことをうかがわせる。

大形のサケ科やチョウザメ科など、大形魚種の捕獲には剌突漁や網猟、罠漁がおこなわれていたと

考えられる。特に秋から冬にかけてはサケ科を大量に捕獲したことが推定できる。また、小形の魚種

には網や罠類を使った漁榜方法がとられたことが考えられる。

鳥類や哺乳類は種が特定できる資料が検出されなかったため、狩猟の実態をうかがうのは困難であ

るが、小形・中形鳥類の鳥類や小形・中形の哺乳類を対象とした猟がおこなわれていたと考えられる。

【引用文献】

金子浩昌 1987 「IV動植物遺存体 第1章 Kl35遺跡の脊椎動物遺存体」『Kl35遺跡4丁目地点、 5丁目地点』

札幌市文化財調査報告書XXX

金子浩昌 1992 「N426遺跡出土の動物遺存体」『N426遺跡』札幌市文化財調雀報告書XLI

金子浩昌 1993 「V 動植物遺存体 第1章北海道札幌市K435遺跡検出の魚・鳥・獣類遺体」『K435遺跡』

札幌市文化財調査報告書XLII
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第 2表 K 113遺跡北34条地点出土動物遺存体一覧表（1)

魚類 Pisces 

サケ科 Salmonidae 

イワナ属・サケ属 犬歯状歯Canine-liketeeth 椎骨Vertebra 部位骨Ap.skeleton 

A B Cl C2 D2 不明(?)

状態 部位

茫； 層位 点敷 N 点穀 N 点改 N 点敦 N 点改 N 点炊 N Condi-点数 N Part 点数 N
Layer 重量(g) 重量(g) 重量(g) 重貸(g) 重量(g) 重量(g)tion 重量(g) L/R 重量(g)

HP! 
C2 3a 
HP! 
SPl 3a 
HPl 頭菰骨
カマド 3a 孔 0.53 3 0.04 3 0.01 3 0 03 4 0.03 4．品 値 0.21 

i：： 0. 40 
輯骨
Pg 0.01〉

和月
Indet 0.39 

HP2 
SP! 3a 0. 0l〉

HP2 
SPl 3a 001〉
HP2 不朋
カマド 泣 4 0 01 2 0 01 I 0 01 0.16 lndet 0.03 

尾部樟
状骨
じros・
tyle I 0, 02 

05-04区
Fl 3a I 0.01 I 0 01 0.01〉 001 
l)j-04区
F2 3a 3 0.03 1 0,01 i 0 01 0. 03 
116-04屈
F3 3a 
05-04区
F4 3a 
03-03B 
F6 3a 8 0.05 I 0.01 1 0.01 I 001 
03-03屈
F7 3a 

04-041! 
F9 9b 

合計 li6 0.63 7 0116 3 0. 02 6 0, 05 3 0, 04 4 0 03 5,07 1.06 

第 3表 K 113遺跡北34条地点出土動物遺存体一覧表(2)

両生類・爬虫類 島類
Amphibia • Raptilia Aves 

追構・プロック
層位 種名 部位名

L/R 点数 N
重量 種名 部位名

L/R 点数 N
重量

Layer Name Part (g) Name Part (g) 

HPl 不明 破片
カマド 3a Indet. Fragmemt ？ 0.01〉

HP2 不明 破片
カマド 3a Indet. Fragmemt ？ 0.07 

04-04区 不明 破片
F9 9b lndet. Fragmemt ？ 0.05 

＾ ロ

計 0.13 
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チョウザメ科
コイ科 Cyprinidae ニシン科 Clupeinae その他 Others 岱墨Acipenser-idae 

鱗板
Ganoid scale 

7サロンープテルーション

T合o計tal 
番号

点数N 種名 部位 点数N 種名 部位名 点数N 種名
部P位ar名t 
点数N NAod. jfousr ted fl, asananplyle sis 

重量(g)Name Part L/R 重量(g)Name Part L/R 重量(g)Name 重量(g) (g) 

不明 不明
lndet lndet. 0.01〉 0.017 11302 
不明 不明
lndet lndet. 0.01〉 0.017 11304 

不明 腹椎 不明 1;11/j 11308~ 
lndet Av 0.09 lndet. lndet 4.64 10.73 113ll 

不朋 各[ 不明 椎骨
Indet. 0.11 Indet. Vert 0.01〉

不明
lndet ll:IJ骨 0 01 
不明
Indet. 魚棘 0.07 

0.01> 11312 

0.01> 11313 

科月 椎骨 ニシン
忍直

不明 椎骨
O Ol) Indet. rert 0 01) C.p. li 0 07 lndet. Vert O.Oi I i9 11314-11316 

祖月 腹椎 ー一ン‘ ‘ ／ 腹椎 不明
Indet. Av 2 0.01〉 C.p. Av - I 0.06 lndet. 魚穀 0、01

1溝i 尾椎 ニシン 魯門 不明 不明
Indet. CY 4 

曹゚04 C.p. R I 0 02 lndet. Indet. I 0.94 

ニシン
骨第一帷

不明
C p. Atlas - 3 0.01〉 Indet. 顎骨片 1 0.01) 

椎骨破
不明 片
lndet. Vert 0 04 
不朋 尾帷
lndet Cv 2 0 01〉
不明 方骨R
lndet. Qua I 0.01〉

不朋 不明
lndet. lndet. 0.02 0.05 11318 

不明 不明
lndet. Indet. 0.01〉 0 08 11319 
不朋 不明
lndet Indet. 0.01 0.01 11320 

不明 不明
Indet. lndet. 0.01〉 0.01> 11321 

11323 

不明 不明
lndet. lndet. 0.01〉 0.01> 11324 

不明 不明
lndet. Indet. 0.01〉 0.01> 11326 

0.01 0.23 22 0.16 5 5.93 

哺乳類
鱈

フローテーション
Mammalia 備 考 サンプル番号

種名 部位名 重量 Total Remarks column Adjusted sample 

Name Part L/R 点数 N (g) (g) No. for fl. analysis 

不明 破片
Indet. Fragment ？ 0.05 0.06 貝殻片0.01〉 11308-11311 

不明 破片
lndet. Fragment ？ 0.06 0.13 11314~11316 

不明 破片
Indet. Fragment ？ 1. 22 1.27 11326 

1.33 1.46 
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第2節 札幌市K113遺跡北34条地点出土の炭化植物種子

吉崎昌一

遺跡の名称・所在： K113遺跡北34条地点、札幌市北区北34条西5、6丁目

発掘調査者：札幌市埋蔵文化財センター

発掘担当者：上野秀一

遺跡の性格と年代：西暦9世紀、擦文時代の集落址および西暦6世紀、北大式を伴う焼土

本報文掲載文献：上野秀一編『K113遺跡北34条地点』札幌市文化財調査報告書49,1995 

出土した炭化植物種子（第4、5表、図版41、42)

1994年に発掘調査されたK113遺跡北34条地点から採取された土壌について調査担当者がフローテー

ション処理を行って得られた炭化植物種子が同定のために送付されてきた。その種子について報告す

る。送付されてきたサンプルは顕微鏡で観察、同定したが、必要に応じて走査型顕微鏡も利用して微

細構造をチェックした。フローテーション処理を行った土壌サンプルの採取されたグリッドと遺構名

は第6表に示しておいた。これらの遺構と層準の内、上層文化層のものは、発掘調査者によっておおむ

ね西暦9世紀と考えられており、いわゆる擦文時代に属するものである。この層準のやや下層からは、

いわゆる北大式を伴うと見られる焼土が検出されているが、その年代観は西暦6世紀と考えられてい

る。

検出された植物種子は北大式土器の層準のものを含めて総数403粒。ほかにプドウ属種子の破片と人

為的に破砕されたクルミ属の堅果破片およびキハダ種子の破片がある。栽培植物としては、アワ Setaria

italica、ヒエEchinochloautilis、キピPanicummiliaceum、アサ Canabissativa、シソ属PERILLAが

確認されている。マメ科の種子が1例検出されているが、ダメージが大きく詳細は不明。そのほかには

雑草のタデ属POLYGONUM、イネ科GRAMINEAEなどがある。木本としてはニワトコ属SAMBUCUS、マタタピ属

ACTINDIA、キハダ属PHELLODENOORON、プドウ属VITIS、クルミ属JUGLANSが検出された。これらの種子のう

ち代表的なものについては微細構造も含めて図版41、42に示しておいた。

若干のコメント

アワ、キビおよぴアサは擦文時代の焼土2から集中して出土している。この地点で採取された土壌サ

ンプル量が15Qであったことを考えると、この中に含まれていたアワ・キピの量的密度は他に比較し

てたかい様に見える。しかも、検出されたアワ・キビは殆どが包穎の除去された状態であった（第5

表）。この地点は住居外でもあるし、とくに構造物かつくられた形跡もない様なので、ここを脱穀作業

の行われていた場所であるとするには無理があろう。おそらく、この地点の焼土堆積がプライマリー

のものであるか、二次的に移動されたものであるかが確認されれば、問題の核心に迫れるかもしれな

い。こうした追求はこの時代の集落構造を考えるうえに興味ある資料となるに違いない。なお、不明

ミレットとしてあげたものは、ダメージが大きく、イネ科雑穀のうちどれであるかが判明しなかった

ものである。
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第 5表 K 113遺跡北34条地点出土アワ計測表（焼土2)

No. L (mm) W(mm) T (mm) 
------

1.20 1.20 0.85 

2 1.30 1. 40 1.10 

3 1. 25 1.25 0.80 

4 1.40 1.40 0.95 

5 1.20 1.20 0.80 

6 1. 20 1.15 0.70 

7 1. 30 1.20 0.80 

8 1.35 1.25 0.95 

， 1.25 1.30 0.70 

10 1.20 1. 10 0.70 

11 1. 25 1.20 0.90 

12 1.:30 1.10 1.20 

1 3 1.30 l. 2 5 1.00 

14 1.05 1. 10 0.80 

15 l. 20 1.05 0.80 

16 1. 30 1. 30 0.85 

17 1.20 1.15 0.70 

18 1.20 1.10 0.60 

19 1.20 1.10 0.90 

20 1.20 1.10 1.00 

平 均 1. 24 1. 20 0.86 

分 散 0.01 0.01 0.02 

標 偏 苓 0.07 (l.10 0.15 
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結 吾,,,,＂ 

本遺跡は、旧琴似川流域の微高地上に立地した遺跡の一つである。明治時代に高畑宜ー氏が作成し

た地図（上野1979)でみると付近の河川は、北陽中学校・和光小学校付近から新琴似二番線をへて今

時発掘調査地点を取り囲むように蛇行しながら流れている（第2図）。

調査の結果、黒～暗茶褐色系シルト層の6層群を挟んで上層の3a層から擦文時代前期の文化層、下層

の9b層から続縄文時代末の北大式土器期の文化層がみつかっている。上層文化層からは、遺構として

は竪穴住居跡2軒と焼土9基がみつかっているが、それらの関係は焼土6、7でみると明らかに第1号竪穴

住居跡のかまどの煙道に続く位置に並んで残されており、かまど側に入り日がある例が多いこととも

あわせて、住居と関連した屋外炉である可能性が高い。同様なパターンは、 K435遺跡D1地点の5a層

面検出の第14、15号竪穴住居跡においても認められる（上野・仙庭編1993)。これらの事例から推察す

ると、焼士6、7と同様に南北方向に一直線上に並んでいる焼土1~5の例も、用地外になるが、その北

側に住居が存在し、それに関連した焼土であった可能性が高い。

上層文化層の土器群は、第1、2号竪穴住届跡及ぴ発堀区出土の資料とも同様式のものである。甕で

は第24図1を除いては口縁部が大きく開く例が多く、頚部から口縁部にかけては胴部と頚部の間に沈線

文を1本人れ、段を形成するタイプと浅い段状の連続沈線文が口唇部付近まで巡るタイプとがある。坪

は、第18図1の例と発掘区出土の第25図10~16の輔櫨水挽きの例（いわゆる土師器）とに集約できる。

前者は、体部の立ち上がりはきつく、開きがあまり大きくない器形で、体部には段状の浅い沈線文が

3条巡るものである。轄纏水挽きの例は、内黒で、ほとんどの破片は最終的にその破損面を擦っている

という特異な利用方法が認められた。これらの土器群は、 K446遺跡第2号竪穴住居跡、 K435遺跡D地

点の第20、22号竪穴住居跡等で出土した資料群と対比できるもので、宇田川編年でいう擦文前期の前

半期に相当し、 K435遺跡D1地点の一括資料群 (8世紀後半）の次に位置する資料と判断されるところ

から、その年代は9世紀前半と考えられる。

下層文化層は、北大式期の単一包含層で、第10図1に代表される土器は、器形・整形の点からみても

上野(1994)でいう「北大II-III式」期の段階の資料で、その年代は6世紀代と考えられる。

遺構としては焼土が2基と人為的な遺構の可能性が少ないピットが2基みつかっている。焼土9では、

覆土中に炭化物と同時に骨片が数多く包含されていたが、その内訳は魚類は少なく、哺乳類が多いと

いう結果が得られている。同様な傾向は、市内のK39遺跡の北大式期の包含層でも顕著に認められて

いる（上野1992、p.805)。

【引用文献】

上野秀一 1979『K446遺跡』札幌市文化財調査報告書xx
上野秀一・仙庭伸久編1993『K435遺跡』札幌市文化財調査報告書XLII

上野秀一 1992「北海道における天王山式系土器について」『東北文化論のための先史学歴史学論集』加藤稔

先生還暦記念論文集

上野秀一 1994「北海道続縄文文化の諸問題一北大式をめぐって一」『北日本続縄文文化の実像』第5回縄文文

化検討会シンポジウム
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第 6表 K 113遺跡北34条地点遺構およぴ動植物遺存体一覧表

確認
区 名 遺構名 プロック

規模l 規模2 深 さ
挿図番号 図版番号

l-．壌容最
層位 (cm) (cm) (cm) (Q) 

9b 04-04 F9 (167) (93) 11.0 7 7AB,8A 3.15 

9b 05-04 FlO 59 37 2.0 7 8B 1.00 

9b 05-04 Pitl 97 (76) 25.0 8 9AB 

9b 05-04 Pit2 (272) 190 53.0 ， 9A, lOAB 
3a 04-03 HP1 470 500 60.0 12-14 

12B-2, 14AB 

~18AB,9 

3a Cl ， 4 1.0 〇.20

C2 7 7 1.0 0.20 

C3 12 4 1.0 0.15 

SPl 26 23 50.1 1.50 

SP2 22 21 34.4 1.20 

SP3 19 18 29.9 1.15 

SP4 26 23 14.7 1.20 

カマド 13 17B, ISAB 14.20 

3a 03-02 HP2 15-19 20AB-25AB 

03-03 26,27 

02-02 

3a SPl 45 32 48.9 0.40 

SP2 37 34 56.4 0.50 

カマド 16 25B 6.00 

3a 05-04 Fl (49) (66) 1.5 20 28AB,29AB 3.35 

05-04 F2 (120) (127) 3.0 20 28AB,29AB 15.00 

3a 06-04 F3 138 119 4.0 20 28AB,30A 14.70 

3a 05-04 F4A (29) (28) 2.0 21 30B,31A 2.10 

F4B (31) (25) 2.0 21 30B, 31A 

3a 05-04 F5 213 75 3.0 21 31B 3.80 

3a 03-03 F6 (165) (112) 10.0 22 32A 3.80 

3a 03-03 F7 241 61 3.0 22 32B 10.75 

3a 04-03 F8 62 60 3.0 23-1 33A 2.00 

3a 05-03 Fll-1 292 189 8.0 23-2 33B 0.75 
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種 f-・1:；で栄官
(f,'r) 

マメ科(1)、ダデ属l、マタタビ属1、

ブドウ属(l）クルーミ属0.21g 

タデ属1

炭化材動物骨
記 _;l(g) ，重量(g)

魚骨・鳥獣骨等
点数・重量(g)

サンプル番号

1.27 Iコイ科(l.01〉、鳥・哺乳類1.27

0.00 

11326 

11327 

タデ屈l

タデ屈l

タデ属3

不明種子l
|
 

！
 

アワ6、不明ミレット 14

11301 □゚1〉 魚類不明0.01〉 11302 

11303 

0.01〉 魚類不明0.01〉 1 1 3 0 4 

11305 

口| 
- -

11306 

11307 

サケ村6.20、コイ科0.20、魚類―イヽ

11.17 I n月4.72、鳥・哺乳類0.05、貝殻 I11308-11311 
片、(l.01〉

0.01〉 サケ科0.01〉
l..  -

3□'bーワトコ (2)T明 レ□ 三〉｀［［［ご三

フトウ属1、クルミ属().01〉 0.03 サケ科0.03、魚類不明0.02

アワ106、キビ84、アサ(21)、シソ属

l、ナス科4、イネ科12、キノ、ダ科属

(5)、プドウ属3(9)、クルミ属3.75 

g、不明ミレット71

アワ5、キビ19、ー ーl、キハダ属1、

プドウ属2(1)、クルミー属0.12g 

タデ屈1、キハダ属l、

クルミ属0.63g、'不明ミレ／卜3

プドウ属2、クルミ属1.32g 

イネ科1、プドウ属2(1)、クルミ属

10.32 g、不明ミレット6

アワ3、クルミ属2.19g 

ブドウ属(1)

タテ属9、マタタピ属1、キハダ属(1)

11312 

11313 

11314-11317 

0.03 サケ科()(18、魚類不明0.01〉

0.01 魚類―小明0.01

0.01〉 魚類イ‘llt10.01〉

0.00 

0.00 サケ科0.08

0.01 魚類不明0.01〉

0.00 

0.00 

11318 

11319 

11320 

11321 

11322 

11323 

11324 

11325 

11328 
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第 7表 K 113遺跡北34条地点出土土器一覧表

挿因 接合 規格(cm) 器厚 器 面 調 整 色 調 因阪

番号 番号
器種
高X日x底 (mm) 番号

備 考
外 面 内 面 外面 内面

10-1 50A 深鉢 33.6X25.8X9.4 6.0 ナデ ナデ 7.5YR7/3 7.5YR7/3 12B-l 容債7:; 

2 深鉢 8.0 ナデ ナデ？ 7.5YR6/4 7.5YR7/6 13A 

3 深鉢 7.0 ナデ ナデ 10YR8/3 10YR8/3 13A 

4 深鉢 8.0 ナデ ナデ 2.5YR6/6 10YR8/3 13A 

5 深鉢 7.0 ナデ ナデ 2.5YR6/6 10YR8/2 13A 

14-1 32 甕 7.0 ヨコナデ ハケメ→ミガキ 10YR8/3 10YR8/3 19 

2 31 甕 9.0 ハケメ→ミガキ ハケメ→ミガキ 10YR8/3 10YR8/2 19 

3 30 甕 8.0 ハケメ→ミガキ ミガキ 10YR8/3 5YR7/8 19 

4 甕 8.0 ミガキ ナデ（風化） 10YR6/3 lOYRS/3 19 

5 甕 7.0 ミガキ ミガキ（風化） 7.5YR6/4 lOYRS/2 19 

6 甕 5.0 ハケメ→ミガキ ハケメ→ナデ？ 2.5YR6/4 7.5YR8/2 19 

7 45 甕 5.0 ハケメ→（ヨコ）ナデ ミガキ 5YR5/3 5YR4/2 19 

8 33 杯 底径7.4 4.0 ミガキ、ヘラケズリ ミガキ 10YR7/2 7.5YR6/3 12B-2 

9 34 坪 5.0 ミガキ （ハケメ→）ミガキ 7.5YR5/3 7.5YR3/l 19 

10 杯 5.0 ミガキ ミガキ 10YR8/4 7.5YR7/4 19 

11 杯 4.0 ミガキ（風化） ミガキ 10YR6/2 2.5YR5/6 19 

17-1 37 甕 日径31.8 6.0 ナデ、ハケメ ハケメ→ナデ lOYRB/3 5YR7/4 26-2 

2 35 甕 底径9.8 7.0 ハケメ ナデ、ハケメ 10YR8/3 7.5YR7/6 26-1 

3 40 甕 底径8.0 6.0 ハケメ ナデ 5YR8/3 lOYRS/2 26-3 底笹痕

4 39 甕 底径9.8 7.0 ナデ （ヘラ）ナデ 7.5YR5/3 7.5YR5/3 26-4 底笹痕

5 42 甕 6.0 ハケメ ハケメ→ナデ 10YR7/3 7.5YR6/6 27A 

18-1 38 坪 8.7X14.9X6.5 5.0 ミガキ ミガキ 5YR7/6 7.5YR8/3 26-5 容量0.52に

2 43 杯 6.0 ミガキ ミガキ 5YR6/6 5YR6/6 27A 

3 41 坪 底径6.6 4.5 ミガキ ミガキ Z.5YR5/6 2.5YR4/1 26-6 底面ミガキ

4 杯 6.0 ナデ（風化） ミガキ lOYRS/2 10YR2/l 27A 内黒

5 杯 7.5 ミガキ（風化） ミガキ 10YR8/4 7.5YR8/3 27A 

6 坪 6.0 ミガキ ミガキ 5YR3/2 5YR1.7/l 27A 内黒

7 坪 5.0 ミガキ（風化） ミガキ lOYRS/2 7.5YR8/3 27A 一部内無

24-1 3A 甕 32. 7 X 25. 2 X 8. 9 8.0 ハケメ（→ナデ） ハケメ→ナデ 10YR8/2 lOYRS/2 37-1 容量6.6に

2 2A 甕 30.2X27.6X8.8 7.0 ハケメ（→ヨコナテ） ハケメ（→ナデ） 10YR8/2 lOYRS/2 37-2ab 容量5.5に

3 lA 甕 ll.0Xl3.8X4.2 5.0 ナデ、ミガキ ハケメ、ナデ lOYRS/2 lOYRB/2 37-4 容量0.45/r

4 甕 7.0 ハケメ→（ヨコ）ナデ ハケメ（→ナデ） 10YR7/3 10YR7/3 39 

5 甕 6.0 ナデ ハケメ→（ヨコ）ナデ 10YR6/2 10YR4/2 39 

6 10 甕 7.0 ナデ ハケメ→（ヨコ）ナデ 10YR5/3 10YR5/3 39 

7 甕 7.0 ナデ （ハケメ→）ナデ 10YR4/2 10YR7 /3 39 

8 11 甕 6.0 ナデ （ヨコ）ナデ 10YR5/2 10YR8/3 39 

9 8 甕 6.0 ナデ （ヨコ）ナデ 10YR4/2 10YR4/2 39 

10 甕 5.0 ナデ ミガキ 7.5YR4/4 7.5YR6/6 39 

11 甕 6.0 ナデ （ヨコ）ナデ 10YR6/2 7.5YR5/3 39 

12 ， 甕 7.0 ナデ （ヘラ？）ナデ 7.5YR5/3 lOYRS/2 39 

13 12 甕 6.0 ナデ ナデ？（風化） 10YR8/2 lOYRB/2 39 

25-1 4A 甕 39.9X32.2X8.6 6.0 ハケメ→ミガキ、ナデ ハケメ（→ナデ） 10YR8/2 10YR8/2 38-lab 容量8.8に

2 5 甕 推日径26.9 6.0 ミガキ、ナテ’ ナデ、（ヘラ）ナテ' 10YR7/2 10YR8/2 37-3 
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叩 1接合 器種 規格(cm) 芯I早［．一外 ti[ll] 
曲 登 巴

嗣 ］ 図版 i 備
(mm) 面

考
番号番号 硲xnx底 内 rui 外~面 内 iln• 番号

： 坪底径58 3 3 ミガキ ミガキ , 7 5YRS 6 7 5YR211 37-5 内黒

坪 4.0 ミガキ（風化） ミガキ 10YR7/2 10YR2/l 39 内黒

坪 4.0 ナデ （風化） 10YR6/3 10YR6/3 39 

6 坪 4.0 ナテ‘ン（風化） ＋デ？ （風化） 10YR7/3 10YR8勺 39 

7 坪 4.5 ミガキ ミガキ 7 5YR5/3 7ぷYR5/3 39 

8 坪 5.0 ミガキ ミガキ IOYR2/1 10YR2/l 39 内盟

9 6 坪 底it6.4 ナデ 10YR8/l JOYR8/l 39 底笹痕

10 16 坪 5.0 ロクロ水挽 ロクロ水挽 lOYRS/2 111YR2/l 3 C) 内里

l 坪 5.0 ロクロ水挽 ロクロ水挽 IOYRS/2 10YR2/l 39 内摂

2 坪 4,5 ロクロ水挽 ロクロ水挽 lOYRS/2 IOYR2/l 39 内黒

3 杯 • 4.0 ロクロ水挽 ロクロ水挽 lOYR8 2 IOYR2/! 39 内且＇

4 杯 5.0 ロクロ水挽 ロクロ水挽 10YR8/2 10YR2/l 39 円烈

,) 

． 坪坪
6 1l ロクロ水挽 ロクロ水挽 lOYRS/2 10YR2/1 39 1付黒

6 I 4.11 ロクロ水挽 ログロ水挽 10YR8 2 10YR2.il 39 1げ底糸切

(；t) 色調は『新版標湘十色帖』による。

第 8表 K 113遺跡北34条地点発掘区出土石器・紡錘車一覧表

輝l確心迫構名 -18]-ー掻路：い2：_6 番号附位／区名

11-1 9b, 04-04 

2 9b 05-（）り 2 掻器 2.5 

3 9b 04-03 14 掻器 2.5 

□口］：
.8 • Obs. 

]̀i：焼It も13B 

13B 

13B 

4 9b 04-04 15 掻器 (1.6) 

;i, 9b 05-04 33 剥片石核 (3. 7) 

(:. ~) I (0.~) I (1.8) I ~bs. 
(2.5l i (1.8) I 02.4) I Obs. 

13B 焼け

13B 焼け

6 9b 05-04 31 剥片ィ，核 2.0 1. 9 1.1 l. l Obs 13B 

7 9b 04-04 25 剥片伍核 2.1 2.3 1.1 5.0 Obs. 13B 焼け

8 9b ()4 04 ， 楔形石器 2.2 1. 2 0.6 1. 7 Obs_ 13B 

9 9b 04-04 17 剥）＇， 2 2 3.1 0.5 3.3 Obs. 13B 

10 9b 05-04 :-m 剥片 (3. 3) (2.3) (0.6) (3.4) Obs. 13B 

11 9b 04-04 4 判l't (2 5) (2.3) (0.8) (3.3) Obs. 13B 

12 9b I ()4-03 28 控石 I (7 9) (8 :~) (4. 0) (290.0) And. 13B 

13 9b 05-04 54 敲石 6.5 7.9 2.3 174.6 
i 

And. 13B 

14 9b 05-04 16 擦石 (6. 7) (10.5) (4.4) (440.0) And. 13B 

19-1 3a HP2 29 紡錘車 8.0 7.9 2.4 169.2 27B-la、b III b、C層

2 3a HP2 35 紡錘車 (4. 5) (5. 7) (1.4) (36.3) 27B-2a~c カマド

26-1 3a 04-03 4 砥石 5.4 5.9 4.4 46.9 Pum. 38B 

2 3aT 03-03 5 擦石 8.1 6.2 5.7 400會0 Mud. 38B 

〔石質略号〕

And. (Andesite)：安山岩、 Mud.(Mudstone)：泥岩、 Obs.(Obsidian)：黒耀石、 Pum.(Pumice)：軽石
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第 9表 K 113遺跡北34条地点出土遺物集計表

[,< 名・ l
路 種

9 b I怜 3 a附
直構

------ --------
lと

数 小 は(g) 点数 iE [J(g) 'ヽ..'ヽ
ー→ ―~~ 

＇ l - 器；
深鉢．甕 3 25.9 

杯 2 15.7 
(）3-（）3 

石・礫 1「面冗イi』・器-"削”-片
1 400.0 

礫

土器
深鉢・甕 19 103.2 17 101.4 

坪 1 11.4 

04-03 石器 2 294.8 1 46.9 

石・礫 剥片・削片

礫

土器
深鉢・甕 2 49.9 265 5,277.4 

坪

04-04 石器 7 13.7 

石・礫 剥片・削片 26 37.7 
！ 礫 2 42.1 

+． 器
深鉢・甕 89 1,823.3 32 402.4 

杯

05-04 i 石器 2 614.6 ， 505.0 
イi.礫 糾片・削片 4 22.7 

砥§ 2 204.6 3 471. 6 
← - - -----

I'. 岱
深鉢．甕

仁
月；

（）丘ー05 イi諾 I 4.2 

石・碍 判）',~.削）＇，ム 1 ？ 

礫

上器
深鉢・甕 211 2,054.3 

坪 19 126.0 

06-04 石器 2 128.8 
石・礫 i 泉lj片・削片

礫 2 125.6 

小 計 157 3,210.8 568 9,692.4 

土器
深鉢・甕 13 505.9 

坪 18 136.4 

H Pl ， 石器

石・礫 1 条lj片・削片

礫 3 3,007.5 
4ヽ 計 34 3,649.8 

土 器 ト-- 深鉢坪・甕
95 4,054.6 

16 559.1 
- - ---- ----- ---

I I F 2 
! ！ 布・礫 I・II 名Jj —片伍••-・岱．削-一• 片 3 774.4 

- - ~. 

．．  
1 親 6 504. 1 

4ヽ ;―I, 120 5,892.2 
深鉢-・-甕

土器
1 2.4 

坪

F2 石器

石・礫 剥片・削片

礫

小 計 1 2.4 

土器
深鉢・甕 110 1,976.4 637 12,424.0 

坪 56 848.6 ＾ ロ

計
石器 12 927.3 16 1,855.1 

（内訳）
石・礫 剥片・削片 31 60.4 

礫 4 246.7 14 4,108.8 
総 計 157 3,210.8 723 19,236.8 
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緑
部

2
5
-
2
 
3
7
-
3
 

0
5
-
0
4
 
19
 

3
a
F
 
7
.
5
4
8
 
5
 

擦
文
前
期
土
器
甕

1
 
5.
5 
口
緑
部

2
5
-
2
 
3
7
-
3
 

0
5
-
0
4
 
20
 

3
a
下
7
.
5
2
7
 

擦
文
前
期
土
器
甕

1
 
0
.
7
 
口
縁
部

0
5
-
0
4
 
21
 
1
 
3
a
下
7
.
5
4
4
 
5
 

擦
文
前
期
土
器
甕

1
 
16
.0
 
口
緑
部

2
5
-
2
 
37
-3
 

0
5
-
0
4
 
21
 
2
 
3
a
下
7
.
5
4
4
 
8
 
T
2
 
擦
文
前
期
土
器
甕

5
 
6
.
3
 
口
緑
部

2
4
-
9
 
39
 

0
5
-
0
4
 
22
 

3
a
下
7
.
5
3
8
 
5
 

擦
文
前
期
土
器
甕

1
 
4
.
9
 
胴
部

2
5
-
2
 
3
7
-
3
 

0
5
-
0
4
 
2
3
 

3
a
下
7
.
5
3
3
 
5
 

擦
文
前
期
土
器
甕

1
 
4
.
0
 
胴
部

2
5
-
2
 
3
7
-
3
 

0
5
-
0
4
 
2
4
 
1
 
3
a
下
7
.
5
4
3
 
5
 

擦
文
前
期
土
器
甕

2
 
11
. 
7
 
胴
部

2
5
-
2
 
3
7
-
3
 

0
5
-
0
4
 
24
 
2
 
3
a
下
7
.
5
4
3
 
18
 

擦
文
前
期
土
器
甕

2
 
0.
9 
胴
部

0
5
-
0
4
 
2
5
 

3
a
下
7
.
5
4
2
 
5
 

擦
文
前
期
土
器
甕

1
 
13
.2
 
胴
部

2
5
-
2
 
3
7
-
3
 

65
 

0
5
-
0
4
 
2
6
 

3
a
下
7
.
5
3
7
 
5
 

擦
文
前
期
土
器
甕

1
 
4.
1 
胴
部

2
5
-
2
 
3
7
-
3
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区
名
遺
物
枝
番
号
層
位
標
高
(
m
)
接
合
拓
本
時
期
種
別
器
種
点
数
重
量
(g
)
部
位
備

考
挿
図
番
号
図
版
番
号

番
号

番
号
番
号

05
-0
4 
27
 

3
a
下
7
.
5
4
1
 

擦
文
前
期
土
器
甕

1
 
3.
1 
胴
部

05
-0
4 
28
 

3
a
下
7
.
5
4
3
 
5
 

擦
文
前
期
土
器
甕

1
 
7.
5 
胴
部

25
-2
 
3
7
-
3
 

05
-0
4 
29
 

3
a
 
7
.
6
1
6
 

擦
文
前
期
土
器
甕

1
 
1.
9 
胴
部

05
-0
4 
30
 

9
b
 
7
.
4
4
0
 

続
縄
文
後
期
石
器
剥
片
1
 
3.
4 
一
部
欠
損

11
-1
0 
1
3
B
 

05
-0
4 
31
 

9
b
 
7
.
4
0
6
 

続
縄
文
後
期
石
器
条
ll
片
石
核
1
 
4.
1 
完
形

11
-6
 
1
3
B
 

0
5
-
0
4
 
32
 

9
b
 
7
.
3
8
8
 

続
縄
文
後
期
礫

礫
片
1
 
16
4.
6 
破
片
焼
け

0
5
-
0
4
 
3
3
 

9
b
 
7
.
6
0
5
 

続
縄
文
後
期
石
器
剥
片
石
核
1
 
12
.4
 
一
部
欠
損
、
焼
け

11
-5
 
1
3
B
 

0
5
-
0
4
 
3
4
 

9
b
 
7
.
0
8
6
 

続
縄
文
後
期
石
器
剥
片
1
 
2.
8 
破
片
淳
手

05
-0
4 
3
5
 

9
b
 
7
.
1
5
0
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
1
 
3
8
.
9
 
胴
一
底
部

10
-1
 
11
B
、1
2B
-l

05
-0
4 
3
6
 

9
b
 
7
.
2
4
9
 
51
 
T
3
6
 
続
縄
文
後
期
:1
：器
深
鉢
1
 
4.
5 
胴
部

10
-3
 
l
l
B
、
1
3
A

0
5
-
0
4
 
3
7
 
1
 
9
b
 
7
.
2
5
0
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
i弄
深
鉢
3
 
4
5
.
2
 
胴
部

10
-1
 
11
B
、1
2B
-l

05
-0
4 
37
 
2
 
9
b
 
7
.
2
5
0
 
5
0
(
C
)
 

続
縄
文
後
期
上
器
深
鉢
5
 
2
.
0
 
胴
部

1
1
B
 

05
-0
4 
38
 

9
b
 
7
.
2
5
8
 
5
0
(
C
)
 

続
縄
文
後
期
七
器
深
鉢
1
 
0.
9 
胴
部

l
l
B
 

05
-0
4 
39
 
1
 
9
b
 
7
.
2
4
3
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
1
 
1.
4 
胴
部

10
-1
 
ll
B
、1
2B
-1

05
-0
4 
39
 
2
 
9
b
 
7
.
2
4
3
 
5
0
(
C
)
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
1
 
0.
2 
胴
部

1
1
B
 

05
-0
4 
40
 

9
b
 
7
.
2
4
4
 
5
0
(
C
)
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
1
 
1.
9 
胴
部

1
1
B
 

0
5
-
0
4
 
41
 

9
b
 
7
.
2
4
5
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
七
器
深
鉢
1
 
0.
4 
底
部

10
-1
 
ll
B
、1
2B
-l

0
5
-
0
4
 
42
 
1
 
9
b
 
7.
21
1 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
1
 
2
9
.
0
 
胴
部

10
-1
 
ll
B
、1
2B
-l

0
5
-
0
4
 
4
2
 
2
 
9
b
 
7.
21
1 
5
0
(
C
)
 

続
縄
文
後
期
上
器
深
鉢
1
 
1.
9 
胴
部

1
1
B
 

05
-0
4 
4
3
 

9
b
 
7
.
1
8
4
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
2
 
7
7
.
3
 
II
緑
部

10
-1
 
ll
B
、1
2B
-l

05
-0
4 
4
4
 

9
b
 
7
.
1
5
3
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
1
 
51
.1
 
胴
一
底
部

10
-1
 
11
B
、1
2B
-l

05
-0
4 
4
5
 

9
b
 
7
.
1
4
6
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
1
 
5
9
.
7
 
胴
一
底
部

10
-1
 
11
B
、1
2B
-l

05
-0
4 
46
 

9
b
 
7
.
1
9
5
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
上
器
深
鉢
1
 
3
.
7
 
胴
部

10
-1
 
11
B
、1
2B
-l

05
-0
4 
47
 

9
b
 
7.
10
1 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
1
 
3
5
.
0
 
n
緑
部

10
-1
 
11 
B
、1
2A
、1
2B
-l

05
-0
4 
48
 

9
b
 
7
.
0
9
6
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
士
器
深
鉢
1
 
11
0.
6 
II
一
胴
部

10
-1
 
11 
B,
12
A
、1
2B
-l

05
-0
4 
49
 

9
b
 
7
.
1
1
8
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
t
．器
深
鉢
3
 
5
2
.
0
 
II
一
胴
部

10
-1
 
11 
B
、1
2A
、1
2B
-l

05
-0
4 
50
 
1
 
9
b
 
7
.
1
3
2
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
t
器
深
鉢
3
 
2
0
.
0
 
II
紺
求
部

10
-1
 
11 
B
、]
2A
、]
2B
-1

0
5
-
0
4
 
50
 
2
 
9
b
 
7
.
1
3
2
 
5
0
(
C
)
 

続
縄
文
後
期
.i
：器
i架
鉢
1
 
2.
0 
胴
部

l
l
B
、
1
2
A

0
5
-
0
4
 
51
 

9
b
 
7
.
1
2
6
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
上
器
深
鉢
1
 
8
4
.
0
 
II
一
胴
部

10
-1
 
11
B
、1
2A
、1
2B
-l

0
5
-
0
4
 
52
 

9
b
 
7
.
1
3
3
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
上
器
深
鉢
1
 
9.
0 
lI
絃
部

10
-1
 
11
B
、1
2A
、1
2B
-l

0
5
-
0
4
 
5
3
 
1
 
9
b
 
7
.
1
2
8
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
1
 
8
9
.
6
 
U
一
胴
部

10
-1
 
11
B
、1
2A
、1
2B
-l

05
-0
4 
5
3
 
2
 
9
b
 
7
.
1
2
8
 
5
0
(
C
)
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
1
 
1.
5 
胴
部

1
1
B
、
1
2
A

05
-0
4 
5
4
 

9
b
 
7
.
1
4
4
 

続
縄
文
後
期
石
器
敲
石
1
 
17
4.
6 
哀
形

11
-1
3 
11
B
、1
2A
、1
3B

05
-0
4 
55
 

9
b
 
7
.
1
6
6
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
4
 
5
4
.
0
 
ll
緑
部

10
-1
 
11 
B
、1
2A
、1
2B
-l

05
-0
4 
56
 

9
b
 
7
.
1
5
4
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
上
器
深
鉢
1
 
6
.
9
 
ll
緑
部

10
-1
 
11 
B
、1
2A
、1
2B
-l



区
名
遺
物
枝
番
号
層
位
標
嵩
(
m
)
接
合
拓
本
時
期
種
別
器
種
点
数
重
贔
(
g
)
部
位
備

考
挿
図
番
号
図
版
番
サ

番
号

番
号
番
号

0
5
-
0
4
 
5
7
 

9
b
 
7
.
1
5
1
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
上
器
深
鉢
1
 
8.
2 
fl
緑
部

10
-1
 
11
B
、1
2A
、1
2B
-1

0
5
-
0
4
 
5
8
 

9
b
 
7
.
1
4
6
 
5
0
(
C
)
 

続
縄
文
後
期
七
器
深
鉢
1
 
1.
8 
胴
部

1
1
B
、
1
2
A

0
5
-
0
4
 
5
9
 

9
b
 
7
.
1
5
4
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
3
 
5.
1 
n
ー
胴
部

10
-1
 
11
B
、1
2A
、1
2B
-1

0
5
-
0
4
 
6
0
 
1
 
9
b
 
7
.
2
2
2
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
4
 
5
.
7
 
胴
一
底
部

10
-1
 
ll
B
、1
2B
-l

0
5
-
0
4
 
60
 
2
 
9
b
 
7
.
2
2
2
 
5
0
(
C
)
 

続
縄
文
後
期
七
器
深
鉢
4
 
3
.
3
 
胴
部

l
l
B
 

0
5
-
0
4
 
61
 
1
 
9
b
 
7
.
1
9
3
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
5
 
4
0
.
6
 
胴
一
底
部

10
-1
 
ll
B
、1
2B
-l

0
5
-
0
4
 
61
 
2
 -
9
b
 
7
.
1
9
3
 
5
0
(
C
)
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
1
 
0.
2 
胴
部

l
l
B
 

0
5
-
0
4
 
6
2
 

9
b
 
7
.
1
8
7
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
士
器
深
鉢
1
 
6.
4 
胴
部

10
-1
 
11
B
、1
2B
-l

0
5
-
0
4
 
6
3
 

9
b
 
7
.
2
4
3
 
5
0
(
C
)
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
4
 
3
.
6
 
胴
部

1
1
B
 

0
5
-
0
4
 
6
4
 

9
b
 
7
.
2
4
5
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
七
器
深
鉢
1
 
2
3
.
7
 
胴
一
底
部

10
-1
 
ll
B
、1
2B
-l

0
5
-
0
4
 
6
5
 

9
b
 
7
.
2
4
3
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
1
 
3
.
0
 
胴
部

10
-1
 
ll
B
、1
2B
-l

0
5
-
0
4
 
6
6
 

9
b
 
7
.
1
7
5
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
1
 
2
.
6
 
II
緑
部

10
-1
 
11
B
、1
2A
、1
2B
-l

0
5
-
0
4
 
6
7
 

9
b
 
7
.
0
9
0
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
1
 
3
7
.
6
 
II
緑
部

10
-1
 
11
B
、1
2A
、1
2B
-1

0
5
-
0
4
 
6
8
 

9
b
 
7.
18
1 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
-1
 

•
．
器
深
鉢
1
 
6
5
.
6
 
n
緑
部

10
-1
 
11
B
、1
2A
、1
2B
-l

0
5
-
0
4
 
6
9
 

9
b
 
7
.
1
0
6
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
1
 
12
8.
0 
l]
緑
部

10
-1
 
11
B
、1
2B
-l

0
5
-
0
4
 
7
0
 

9
b
 
7
.
1
3
8
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
i:
器
深
鉢
2
 
12
7.
0 
Il
一
胴
部

10
-1
 
11
B
、1
2A
、1
2B
-l

0
5
-
0
4
 
7
1
 

9
b
 
7
.
1
1
3
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
-f
：
器
深
鉢
1
 
11
1.
6 
口
緑
部

10
-1
 
ll
B
、1
2A
.l
2B
-l

0
5
-
0
4
 
7
2
 

9
b
 
7
.
1
1
8
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
i：
器
深
鉢
6
 
13
4.
4 
N
ー
胴
部

10
-1
 
11
B
、1
2A
、1
2B
-l

0
5
-
0
4
 
7
3
 

9
b
 
7
.
1
2
0
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
1
 
3
8
.
5
 
l1
緑
部

10
-1
 
11
B
、1
2A
、1
2B
-l

0
5
-
0
4
 
74
 

9
b
 
7
.
1
3
0
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
1
 
6
6
.
8
 
"
―
胴
部

10
-1
 
11
B
、1
2A
、1
2B
-l

0
5
-
0
4
 
75
 

9
b
 
7
.
1
0
0
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
1
：
器
深
鉢
1
 
5
1
.
9
 
胴
部

10
-1
 
ll
B
、1
2A
、1
28
-1

0
5
-
0
4
 
76
 

9
b
 
7
.
0
9
2
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
!・
.恭
深
鉢
2
 
5
6
.
4
 
n
ー
胴
部

10
-1
 
11
B,
 1
2A
、1
2B
-1

0
5
-
0
4
 
77
 

9
b
 
7
.
0
9
3
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
上
器
深
鉢
I
 
3
2
.
8
 
11
綽
部

10
-1
 
11
B
、1
2A
、1
2B
-l

0
5
-
0
4
 
7
8
 

9
b
 
7
.
1
0
5
 
5
0
A
 

続
縄
文
後
期
土
器
深
鉢
4
 
85
.8
 
II
緑
部

10
-1
 
11
B
、1
2A
、1
2B
-l

0
5
-
0
5
 
1
 

9
b
 
7
.
0
5
5
 

続
縄
文
後
期
石
器
削
片
1
 

逍
物
紛
失

0
5
-
0
5
 
2
 

9
b
 
7
.
0
2
8
 

続
縄
文
後
期
石
器
掻
器
1
 
4.
2 
完
形

焼
け

•P
l
形

11
-2
 
1
3
B
 

0
6
-
0
4
 
1
 
1
 
3
a
 
7.
63
1 
l
A
 

擦
文
前
期
J:
器
小
型
甕
2
4
 
2
6
5
.
0
 
完
形

2
4
-
3
 
3
7
-
4
 

0
6
-
0
4
 
1
 
2
 
3
a
 
7.
63
1 
l
(
B
)
 

擦
文
前
期
上
器
小
型
甕
2
 
1.
4 
11
緑
部

0
6
-
0
4
 
1
 
3
 
3
a
 
7.
63
1 
2
A
 

擦
文
前
期
土
岱
甕

37
 
4
4
2
.
5
 
胴
一
底
部

24
-2
 
3
7
~
2
a
b
 

0
6
-
0
4
 
1
 
4
 
3
a
 
7
.
6
3
1
 
2
(
B
)
 

擦
文
前
期
土
器
甕

2
0
 
18
.0
 
口
—

nfn
1部

0
6
-
0
4
 
2
 
1
 
3
a
 
7
.
6
3
0
 
2
A
 

擦
文
前
期
土
器
甕
，
 2
2
6
.
0
 
n
一
頸
部

2
4
-
2
 
3
7
-
2
a
b
 

0
6
-
0
4
 
2
 
2
 
3
a
 
7
.
6
3
0
 
2
(
B
)
 

擦
文
前
期
七
器
甕

15
 

7.
8 
胴
部

0
6
-
0
4
 
3
 
1
 
3
a
 
7
.
5
8
4
 
2
A
 

擦
文
前
期
1
：器

甕
3
8
 
7
8
7
.
8
 
I
 
I一
胴
部

2
4
-
2
 
3
7
-
2
a
b
 

0
6
-
0
4
 
3
 
2
 
3
a
 
7
.
5
8
4
 
2
(
B
)
 

擦
文
前
期
上
器
甕

16
 
13
.9
 
II
一
胴
部

67
 

0
6
-
0
4
 
3
 
3
 
3
a
 
7
.
5
8
4
 
3
A
 

擦
文
曲
期
上
器
甕

1
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第11表 K 113遺跡北34条地点遺物接合一覧表

芦
lA 

1 (B) 

2A 

2A 

2A 

2A 

2A 

2A 

訊

2(8) 

2(8) 

2 (B) 

3A 

3A 

3A 

3(B) 

3(B) 

4A 

）
 
B

o

o

l

l

2

2

3

3

 

(

1

1

1

1

1

1

1

1

 

5
5
5
5
5
J
5
l
J
r
J
5
-
J
5
5
J
6
6
6
7
8
9
9
9
 

4
 

本
号
拓
番

Tl 

1̀ 1 

T l 

T 2 

T3 

T3 

T3 

T4 

T4 

T5 

T5 

T6 
T6 

区

06 04 

06-04 

0 3 -0 4 

06-04 

06-04 

(1 6 -0 4 

06-04 

06-04 

05-04 

06-04 

06-04 

06-04 

04-04 

06-04 

06-04 

04-04 

04-04 

04-04 

, 04 -1 14 

04-¥)3 

05-04 

05-04 

応—04

05-04 

05-04 

(1] ＿ 04 

05-04 

05-04 

05-04 

05-04 

05-04 

04-03 

04-03 

04-03 

05-04 

05-（）4 

06-04 

06-04 

06-04 

06-04 

06-04 

06_04 

06-04 

06-04 

06-04 

03-03 

03-03 

.4 小型甕 日縁部

り甕 桐部

3a I 37 I 442. 5' 甕 桐一底部
3a I 9 I 226. o 甕 日一頚部

L , 3a .‘is [ 787. 8 甕 1J―胴部

5 I I 3a I 1 i 26. 5 甕 胴部

20 I 1 I 3a I 1 I 10. 2 甕 胴部

2 I 166.1 甕 胴部

20 i 18.0 甕 9 日一胴部

15 I 7.8 甕 胴部

16 I 13.9 甕 日一胴部

1

2

3

 

3 

6 

1 

不明

2 

2 

30 

7 

12 

18 

19 

21 

22 

23 

24 

23 

26 

28 

10 

11 

12 

13 

21 

14 

17 

31 

19 

29 

20 

21 

27 

28 

2 

3 

4
2
9
1
 

3
 

2
 

う

l
2

2

1

 

3a 

3a 

3a 

3a」.

3a 

3a 

3a I. 

3a I 

3a I. 

3a ! 

9b 

3a 

3a 

:』：a下

3a F 
3a下

3a下

3a下

3a下

3a下

3a下

3a下

3a 

3a 

3a 

3a 

3a下

3a 

3a 

3aT 

3a 

3a 

3a 

3a 

3a 

3a 

3a 

3a 

136 

-
3
 

5
 

ー

3
 

83 

l

l

l

2

-

1

1

1

1

2

1

1

1

4

2

1

5

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

6
 
9] 

2,542.1 

6.2 

42.0 

6.4 

0.8 

2,710.0 

18.1 

1.1 

3.9 

56.0 

28.」

5.5 

16.0 

4, q 

4. I) 

11. 7 

B.2 

4.1, 

7.5 

11.8 

4.0 

2.5 i 

44.4 

6.3 

6.2 

1. 2 

9.5 

6.9 

15.0 

5.6 

3.2 

7.0 

4.0 

10.4 

4.0 

器種

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

糀

嬰

褪

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

部
古

1-

.
9
 

ロー底部

日縁部

II縁部

胴部

耶1部

胴部

[l縁部

胴部

頚一胴部

11緑部

日縁部

n縁部
胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

胴部

底部

底部

底部

胴部

日緑部

伽］袖

日縁部

口緑部

日緑部

日縁部

日縁部

日縁部

日縁部

日縁部

朋部

胴部

図
号
挿
番

図
番
版
号

日ー底部

24-3 

24-2 

24-2 

24-2 

24-2 

24-2 

24-2 

24-2 

23-:3 
2 -I -l 

24-1 

□ 4 -l 

23-3 

23-3 
251 

23-3 

25-2 

25-2 

25-2 

2 5 -2 

匹;i-2

25-2 

25-2 

25-2 

25-2 

25-2 

25-2 

25-2 

25-9 

25-9 

25-9 

24-9 

24-1公

24-12 

24-12 

24-6 

24_6 

24-8 

24-8 

24-13 

24-13 

37-4 

37-2ab 

37-2ab 

37-2ab 

37-2ab 

37-2ab 

37-2ab 

37-2ab 

35B、36B、
37-1 

35B、36B、
37-1 

35B、̀‘J6B、
37-1 

35B、36B

3:=iB、3l心＼、
38-lab 

35B、36A
りC')
9) I -,) 

37-3 

37-3 

:l7-3 

ぷ̀-3

37-3 

37-3 

37-3 

37-3 

37-3 

37-3 

37-3 

39 

39 

39 

39 

39 

39 

39 

39 

39 

39 

39 

39 

39 

4.2 

1 2, 8 

lfi. 0 

0.1 

0.7 

0

1

2

1

 

••• 

,
 

l

o

o

o

 

h
 
向

NE-SW 

KW-SE 

NW SE 

NW-SE 
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接合 拓本
区名
遺物
枝番号 層位 点数 重量(g) 器種 部位

挿図 因版 接 合
方向

番号 番号 番号 番号 番峙 距雛(rn)

14 T39 06-04 10 3a 2 69.1 坪 底部 25-3 37-5 0.9 NE-SW 

14 T39 06-04 11 1 3a 2 8.5 坪 底部 25-3 37-5 

15 T7 03-03 4 3a 2 l:i.7 坪 （本部 25-4 39 

16 T8 06-04 12 1 3a 2 6.5 坪 日縁部 25-10 39 

17 T9 06-04 11 2 3a 3 9.5 坪 体一底部 25-16 39 0 3 

17 T9 06-04 13 1 3a I 3.6 坪 体一底部 25-16 39 

17 T9 不明 1 0.9 坪 胴部 25-16 39 

18 05-04 24 2 3a下 2 0.9 甕 胴部

30 Tl9 HPl 2 va~f 1 
44 0 : 
甕 胴部 14-3 19 19.4 NW-SE 

30 Tl9 HPl 7 va~fI ！ l 77.0 甕 胴部 14-3 19 

30 Tl9 HPl 11 l VII 1 70.3 甕 胴部 14-3 19 

30 Tl9 06-04 25 3a 1 19.3 甕 胴部 14-3 19 

31 T20 HPl 4 Va~f 1 13.1 甕 胴部 14-2 19 20.7 NW-SE 

31 T20 HPl ， VII 1 26.6 甕 胴部 14-2 19 

31 T20 HPl 15 1 カマトや 1 24.9 甕 胴部 14-2 19 

31 T20 06-04 12 2 3a 2 35.0 甕 胴部 14-2 19 

31 T20 I 06-04 23 3a 1 31. 9 甕 胴部 14-2 19 

31 T21i 06-04 24 3a 1 7.2 甕 胴部 14-2 19 

0.41 ！ 32 T21 1 HPl 6 va~f 1 44.7 甕 日緑部 1 4-l 19 

32 T21 HPl 11 2 Vil 1 54.4 甕 日縁部 14-1 19 

33 HPl 13 カマド 5 83.7 坪 休一底部 14-8 12B-2 

34 T22 I HPl 17 カマド 8 31.2 坪 日一1本部 14-9 19 

35 HPl 1 1 Va ~f 2 l. 6 応 f本剖

36 HP2 2 1 カマド袖 17 1,078.7 甕 日—lj月部 17-2 26-1 2.1 E-W 

36 HP2 3 1 Illb、C 8 461.6 甕 胴一底部 17-2 26-1 

36 HP2 5 1 Illb、C 1 6 2 確.b1 桐部 17-2 26-1 

37 HP2 5 2 Illb、C 51 1,685.0 甕 日一胴部 17-1 26-2 

38 HP2 2 2 カマド袖 1 37 4 坪 口玉部 18~1 26-5 1.0 E-W 

38 HP2 4 l[[b、C 6 260 1 坪 ロー底部 18-1 26-5 

39 HP2 7 Illb、C 2 141.5 甕 胴一底部 17 4 26-4 0.2 

39 HP2 8 1111)、C l 13.6 甕 胴蔀 17-4 26-4 

39 HP2 ， Illb、C 2 77.9 甕 胴一底部 17-4 26-4 
39 HP2 10 Illb、C 3 98.0 甕 胴部 17-4 26-4 

39 HP2 11 lllb、C 1 202.5 甕 底部 17-4 26-4 

40 T40 HP2 15 IIIb、C l 8.6 甕 胴部 17-3 26-3 3.3 E-W 

40 T40 HP2 16 Illb、cl I 49.6 甕 胴部 17-3 26-3 

40 T40 HP2 25 カマド l 98.5 甕 底部 17-3 26-3 

40 T40 HP2 26 1 カマド l 25.8 甕 胴部 17-3 26-3 

41 HP2 28 カマド 1 144.2 坪 体一底部 18-3 26-6 

42 T29 HP2 24 カマド 1 25.0 甕 胴部 17-5 27A 0.1 

42 T29 HP2 26 2 カマド 1 36.4 甕 胴部 17-5 27A 

43 T30 HP2 34 カマド 3 40.0 坪 日→本部 18 2 27A 

44 HP2 31 カマド 1 18.0 甕 胴部 0.1 

44 HP2 33 カマド 1 26.6 甕 胴部

45 T28 HPl 18 カマド l 26.7 甕 日縁部 14-7 19 

45 T28 HPl HF カマド 1 3.4 甕 日縁部 14-7 19 

50A 04-03 18 
I . 99bb , I 1 I 

12.2 甕 日縁部 10-1 12B-l 

50A 04-03 19 7.6 甕 日縁部 10-1 12B-l 

50A 04-03 25 9b 1 11. l | 甕 胴部 10-1 lZB-1 

50A i 05-04 35 | 9b | l | 38.9 甕 胴一底部 10-1 llB、12B 6.5 NW-SE 
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合

号
接
番

本

号
拓

番
区

50A 

50A 

50A 

50A 

SOA 

SOA 

50A 

50A 

名芦疇号
“̀̀ I 

05 04 I 37 I 1 
05-04 I 39 I 1 

05-04 I 41 

05-04 I 42 

os-04 I 43 
05-04 I 44 

05-04 I 45 

05-04 47 

層位 点数
l 

重醤(g)

9b 

9b 

9b 

9b 

9b 

9b 

9b 

9b 

3

l

l

l

2

1

1

 

4 5. ? 

1. 4 

0.4 

29.0 

77.3 

51.1 

59.7 

3 5. 0 

料種

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

部 古"-

,~ 

胴部

胴部

底部

胴部

日象求部

！胴一底部

胴一底部

11弟求音『

挿l‘XI
番号

図
番
版
号

接合
距離(rn)

10-1 

10-1 

10-1 

10-1 

10-1 

10-1 

10-1 

10-1 

11B、12B-l 

11B、12B-l 

llB、12B-l

llB、12B-l 

llB、12B-l 

llB、12B1 

11B、1'.!B1 

llB、12¥ 

方

向

U;:i-U4 4 / 9b :15.0 9写佳 I →’| ？ヽ 1J I」 iv  i 

05-04 48 9b I 110.6 甕 II―Iltu1部 10-1 

05-04 49 9b 3 52.0 甕 ll一胴部 10-1 

05-04 5(） 1 9b :; 20.0 罪．尽 fl緑部 10-1 

05-04 51 9b I 84.0 甕 |」ー桐部 10-1 

05-04 52 9b 1 9.0 甕 日縁部 10-1 

m-（）4 53 1 9b 1 89.6 今ぷ柘 日一胴部 10-1 

()3 -04 55 9b 4 54 1) 甕 口緑部 IOI 

05-04 56 9b 1 6 9 甕 日縁部 llJ-1 

05-04 57 9b 1 8.2 甕 日緑部 I0-1 

05-04 59 9b 3 5.1 甕 日一胴部 10-1 

05-04 6(I I 9b 4 "3 ,( ―’ 甕 桐一底部 10-1 

05-04 61 1 9b J 7 40.6 暉忘 桐一底部 10-1 

05-04 62 9b 1 6. 4 甕 胴部 10-1 

05-04 64 9b I 23.7 甕 胴一底部 10-1 

05-04 65 9b I 3.0 甕 胴部 10-1 

05-04 66 9b 1 2.6 碓ぷ`  n縁部 10-1 

i 05 04 67 i 9b I 37 6 甕 日緑部 10-1 

05 04 68 9b 1 65 6 漿 口縁部 1 1) 1 ！ 

05-04 69 9h 1 128.0 甕 日緑部 10 1 

0504 70 9b 2 127.0 多ぷ柘 日一胴部 10-1 

05-04 71 9b 1 111.6 甕 口縁部 10-1 

05-04 72 9b 6 134.4 甕 日一胴部 10-1 

05-04 73 9b 1 38.4 甕 口緑部 10-1 

05-04 74 9b 1 66.8 甕 ロー胴部 10~ 1 

05-04 75 9b 1 51.9 甕 胴部 10-1 

05-04 76 9b 2 56.4 甕 日一胴部 10-1 
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接合 拓本
区名
遺物
枝番号 層位 点数 重量(g) 器種 部位

挿図 図版 接合
方向

番号 番号 番号 番号 番号 距離(m)

50A 05-04 77 9b 1 32.8 甕 日緑部 10-1 
llB、12A、
12B-l 

50A 05-04 78 9b 4 85.8 甕 口緑部 10-1 
11B、12A、
12B-l 

50B T35 04-03 17 9b 1 12.1 甕 胴部 10-4 13A 

50B T35 04-03 23 9b 1 11.4 甕 胴部 10-4 13A 

50(C) 04-03 15 9b 3 6.7 甕 胴部

50(C) 04-03 16 9b 1 2.7 甕 胴部

50(C) 04-03 20 9b 1 0.4 甕 胴部

50(C) 04-03 21 9b 2 5.0 甕 胴部

50(C) T37 04-03 22 1 9b 1 14.7 甕 胴部 10-5 13A 

50(C) 04-03 22 2 9b 1 1.8 甕 胴部

50(C) 04-03 24 9b l 2.5 甕 胴部

50(C) 04-03 27 9b 1 6.6 甕 胴部

50(C) 04-03 29 9b 1 2.2 甕 胴部

50(C) T38 04-03 30 1 9b 1 4.9 甕 胴部 10-2 13A 

50(C) 05-04 37 2 9b 5 2.0 甕 胴部 llB 

50(C) 05-04 38 9b 1 0.9 甕 胴部 llB 

50(Cl 05-04 39 2 9b 1 0.2 甕 胴部 llB 

50(C) 05-04 40 9b 1 1.9 甕 胴部 11B 

50(C) 05-04 42 2 9b 1 1.9 甕 胴部 llB 

50(C) 05-04 50 2 9b 1 2.0 甕 胴部 11B、12A

50(C) 05-04 53 2 9b 1 1.5 甕 胴部 llB、12A

50(C) 05-04 58 9b 1 1.7 甕 胴部 llB、12A

50(C) 05-04 60 2 9b 4 3.3 甕 胴部 llB 

50(C) 05-04 61 2 9b 1 0.2 甕 胴部 11B 

50(C) 05-04 63 9b 4 3.6 甕 胴部 llB 

51 T36 04-04 3 9b 1 22.9 甕 胴部 10-3 11B、13A 4.8 N-S 

51 T36 04-04 27 9b 1 27.0 甕 胴部 10-3 13A 

51 T36 05-04 36 9b 1 4.5 甕 胴部 10-3 11B、13A

S19 05-04 ， 3a 1 79.0 礫 3.0 E-W 

S19 05-04 14 3a 1 385.0 礫
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報告書抄録

ふりがな けいひゃくじゅうさんいせききたさんじゅうよじょうちてん

門 [主戸…畔
副団名

巻次

シリーズ名 1 札幌市文化財調査報告杵

シリーズ番号 j49 

編著者名上野秀一

編集機関 i札幌市教育委員会（札幌市埋蔵文化財センター）

所 在 地 〒064北洵道札幌市中央区南22条西13丁目 TelIll 1 -512，了430

発行年月 [I 西肘1995年3月31日

ふりがな ふりがな コード- -̂9 北-綽東-、 経調査期間調合血禎 1 調介屈因

所収遺跡名 所 在 地 市町村：迅跡番砂 m↓ 

：ナいひゃくしゅ）さん さ→Itろしぎた（きたさんじゅうよじょう 01102 . 113 43° 141° 19940601- 500 其こB"-1tT旦t

K 1 l 3 I札幌rfi北区北34条 5' 20' 19940628 設にともな

にしご，ろくちょうめ 55” 32” う巾iiij調荏

| ! 11月5、 6丁目

i I 
I 

I 
， 

~ふふ ー一一

所収遺跡名 種別 tな時代 主な遺構
I 

主な心物 特記事項
ト・

K 1 1 3 集浴 掠文時代Hii期 竪穴住居跡2軒 控文式」沼t 3 a層検出。住居の内

焼土 9ヵ所 紡鋪中 1軒は焼失家屋

続縄文時代末 焼土等 2ヵ所 北大式t器 9 b層検出。

I 小型掻器等石器
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図版





K113遺跡北34条地点付近空中写真 (0印は遺跡、 1:10,000、平成4年5月31日撮影）
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図
版

2

A K113遺跡北34条地点全景(1)（北北西より）

B K113遺跡北34条地点全景(2)（南東より）
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A 試掘坑12セクション(1)(05-04区 ；北より）
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B 試掘坑12セクション(2)(05-04区 ；南より）
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A
 
試掘坑12セクション(3)(05-04区 ；南より）

B
 
試掘坑12セクション(4)(05-04、05-03区 ；南より）
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A E-Fセクション(1)(05-03区 ；北より）

B E-Fセクション(2)(05-03区 ；北より）
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c-oセクション(1)(04-03区；東より）
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C-Dセクション(2)(05-03区；東より）
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焼土9(1)(04-04区9b層 ；北東より）
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焼土9(2)（部分、04-04区9b層 ；北東より）
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A 焼土9(3) （部分、 04-04区9b層 ；北東より）

B 焼土10(05-04区9b層 ；東より）
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第 1、2号ピット (05-04区；北より）
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第 1号ピット (05-04区；北より）
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A 第 2号ピット (05-04区 ；南より）

ヽ

B 第 2号ピットセクション (05-04区 ；南より）
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A 遺物出土状況(1)(05-04区9b層、礫No.15、16;北より）

B 遺物出土状況(2)(05-04区9b層、土器等No.35~78;南より）
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A
 
遺物出土状況(3)(05-04区9b層、土器等No.47~59、66~68、70~78;西より）
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B
 
出土遺物（1)(1 ;発掘区9b層出土土器、2;第1号竪穴住居跡出土土器）
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出土遺物(2)（発掘区9b層出土土器）
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B
 
出土遺物(3)（発掘区9b層出土石器）
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A 第1号竪穴住居跡（確認面 ；東より）

B 第1号竪穴住居跡（全景 ；東より）
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A 第1号竪穴住居跡 (A-Bセクション西側 ；南より）
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B 第1号竪穴住居跡 (A-8セクション中央付近；南より）
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第1号竪穴住居跡 (C-Dセクション南側 ；西より

第1号竪穴住居跡 (C-0セクション北側 ；東より）
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A 第1号竪穴住居跡 (A-Bセクション東側 ；北より）

B 第1号竪穴住居跡かまど（全景 ；北より）
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A 第1号竪穴住居跡かまど（セクション ；北より）

B 第1号竪穴住居跡かまど（火床 ；北より）
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出土遺物(4)（第1号竪穴住居跡出土土器）
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A 第2号竪穴住居跡（確認面 ；東より）

ーミL<’

B 第2号竪穴住居跡（全景 ；南東より）
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A 第2号竪穴住居跡（全景 ；北東より）

B 第2号竪穴住居跡 (E-Fセクション ；北東より）
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A 第2号竪穴住居跡 (A-Bセクション北西側 ；北東より）
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B 第2号竪穴住居跡 (A-8セクション中央付近；北東より）
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第2号竪穴住居跡 (A-8セクションおよぴ炭化材全景 ；北東より）
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B
 
第2号竪穴住居跡（中央部付近炭化材 ；南東より）
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A 第2号竪穴住居跡（北西壁側炭化材 ；東より）

— →`． 、- - --— ,999 99 99 99. r, n富‘.．•三·
B 第2号竪穴住居跡（かまど付近炭化材およぴ遺物出土状況 ；北北東より）
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A 第2号竪穴住居跡（南東隅付近炭化材およぴ遺物出土状況 ；北西より）
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B 第2号竪穴住居跡かまど（全景 ；北東より）
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出土遺物(5)（第2号竪穴住居跡出土土器）
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A
 
出土遺物(6)（第2号竪穴住居跡出土土器）
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一
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B
 
出土遺物(7)（第2号竪穴住居跡出土紡錘車）
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A
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焼土1~3 (05•06-04 区、 3a層 ； 西より）

B
 
焼土1~3(D5・06-04区、 3a層；南より）

106 



図
版
29

A
 

r・・;．‘̀ャ.· .• 
．．、｛ ．≫:； 
ヽ ・. ，．、
・ヽ’

.、•.

I 
• • 9 

;．, 

"t;. 

？．＼弐．：・`
、.

焼土1(05-04区、 3a層 ；北より）

B
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焼土1、2(05-04区、 3a層 ；北より）
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A
 
焼土3(05•06-04区、 3a層 ； 北より）
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B 焼土4A、B (05-04区、 3a層 ；南より）
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A
 
焼土4A、B (05-04区、 3a層 ；北より）

B
 
焼土5(05-04区、 3a層 ；西より）
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A 焼土6(03-03区、 3a層；東より）
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B 焼土7(03-03区、 3a層；東より）
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A 焼土8(04-03区、 3a層 ；南より）

＇ 
B 焼土11(05-03区、 3a層；北東より）
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A 発掘区遺物出土状況(1) (05•06-04区No.1~3 、 3a層 ； 北より）

B 発掘区遺物出土状況(2)(D5 • 06-04区No.1、3a層；北より）
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A
 
発掘区遺物出土状況(3)(06-04区No.15~33、3a層 ；北より）

B
 
発掘区遺物出土状況(4)(04-04区No.1•2 、 3a層 ； 東より）
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A 発掘区遺物出土状況(5)(04-04区No.2、Ja層；南東より）

B
 
発掘区遺物出土状況(6)(04-04区No.1、3a層 ；真上より）
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3
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2a 

2b 

出土遺物(8)（発掘区Ja層出土土器）
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A
 
出土遺物(9)（発掘区3a層出土土器）

B
 

出土遺物(10)（発掘区3a層出土石器）
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出土遺物(11)（発掘区3a層出土土器）
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B 発掘風景(2)
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アワ X 35 2 キピ X 35 

3aの拡大 X 1500 

4a シソ属 X35 4b 4aの拡大 X 1500 

xoooは撮影時の倍率。35倍で撮影スケール「「の間隔1.Omm

Kl 13遺跡北34条地点出土炭化種子（1)(1 ~ 4 :焼土 2)

119 



図
版
42

5a マメ科子葉表面 5b 裏面

（焼土 9) 6 ナス科 X35 （焼土 2)

7 イネ科 X 35 （焼土 2) 8 イネ科 X35 （焼土 2) 9 ダテ属 X35 

（第 2号竪穴住居跡SP2)

10 マタタピ属 X35 （焼土 9)

、.，可

＾ ー^・... 
11 キハダ属 （焼土 3)

12a プドウ属腹面 12b 背面（焼土 1)

Kl 13遺跡北34条地点出土炭化種子(2)

120 



札幌市文化財調査報告書49

K 113遺跡

北34条地点

平成 7年 3月25日印刷

平成 7年 3月31日発行

発行者 札幌市教育委員会

060札幌市中央区南 1条西14丁目

編集者 札幌市埋蔵文化財センター

064札幌市中央区南22条西15丁目

TEL. 011 (512) 5430 

FAX. 011 (512) 5467 

印刷所 中西印刷株式会社

065札幌市東区東雁来3条 1丁目



02-05 03-05 04-05 05-05 

、］、(グ
r,

02-04 

-Z 
03 04 

むして）

゜
八〗

口“ 
02-03 

0] 
駄

ーニ03-03 

04-04 

愚場
唸0~
＜ 

ン＼ ＼ 

05-04 

ビ°0

06-05 

こ
，1．1ー
／

二
11ー
（

ー

1
1[
ー

|
5|

|

[

l

L
-

.I
 

.I
 、
・

-|
 

ー

・

・|
 

05-03 
土

06 04 

ら八

‘‘ 
‘̀ ‘‘ 

, /./ HP、

,1
'1
,
1
,
J-

＇ 

ーーR
 

「

T
 

L
ー

＇
ー

1,
1
i
ー |

 
／／ 

/
 
＼
 

r
 
/
¥
l
 

忌籾巳
ペ ● ：上闘
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付図1 K 113遺跡北34条地点出土遺物分布図(1) （下層；9b層） (『Kll3遺跨北34条地幻札幌市文化財綱査報告符49.1995) 
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付図2 K 113遺跡北34条地点出土遺物分布図(2)（上層；3a層）
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